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1001年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｳﾀﾞﾔｰﾃﾞｨﾁｬｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~1002年)
1001年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mahinda5世｣Sena5世の弟(~1017年追放される)
1001年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾊﾑｰﾄﾞ､ｲﾝﾄﾞ北西部のﾋﾝﾄﾞｩｰ･ｼｬｰﾋｰ朝ｼﾞｬﾔﾊﾞｰﾗ王を破りﾍﾟｼｬｰﾜｰﾙ地方を併合
1001年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣
1001年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<即位>ｷﾙﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢Dawud ibn Ali｣(~1005年)
1001年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ﾌｾｽﾗﾌ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1003年)
1001年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱによるﾀﾞﾙﾏﾁｱのｻﾞﾗ/ｻﾞﾀﾞﾙ支配(~1069年)
1001年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ﾉﾙｳｪｰ人が北ｱﾒﾘｶのﾋﾞﾝﾗﾝﾄﾞに上陸
1001年1月12日-09:00|日本|京都府京都市|長保2年12月15日|中納言･平惟仲の東三条第が焼亡
1001年1月13日-09:00|日本|  ||長保2年12月16日|<死去>藤原定子(生年977年/第66代一条天皇の皇后､藤原道隆
  の長女)
1001年1月27日-09:00|日本|  ||長保3年|このころ､｢枕草子｣がなる
1001年2月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ2世｣(~10590629)
1001年3月26日-09:00|日本|京都府京都市|長保3年2月29日|｢世尊寺｣京都に藤原行成が建立.貞純親王の桃園邸
  の地にあった
1001年5月3日-09:00|日本|京都府綴喜郡宇治田原町|長保3年4月8日|東大寺の僧平崇が山城国禅定寺を建立
1001年6月3日-09:00|日本|京都府京都市北区|長保3年5月9日|疫神を祀るため紫野に今宮神社が創祀
1001年9月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ｶﾞｽﾞﾅ朝ﾏﾌﾑｰﾄﾞ軍がｲﾝﾄﾞへ遠征し､ﾍﾟｼｬﾜｰﾙ地方を併合
1001年10月20日-08:00|中国|  ||契丹･統和19年;宋･咸平4年10月2日|契丹､宋を攻める
1001年11月16日-08:00|中国|  ||契丹･統和19年;宋･咸平4年10月29日|契丹､軍を還す
1001年12月5日-09:00|日本|京都府京都市|長保3年11月18日|内裏焼失
1001年12月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ｳｰｺﾞ｣
1002年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｼﾞｬﾔｳﾞｨﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ｣(~1006年)
1002年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ|  |||ｶﾞｽﾞﾅ朝ﾏﾌﾑｰﾄﾞがｽｨｰｽﾀｰﾝを併合
1002年-03:30|ｲﾗﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<退位>ｻｯﾌｧｰﾙ朝第8代ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾗｰﾌ2世｣降伏
1002年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<退位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏﾝｻｰ･ｱﾙｶｼﾞﾑ･ｱﾙｲﾔｰﾆ･ﾋﾞﾝ･ｱﾘ｣(~10030711死去)
1002年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<復位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱｯﾀﾞｲ･ﾕｰｻﾌ｣(2期目~10120912死去)
1002年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<再位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｵｯﾄｰ1世老公｣(~10041104)
1002年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢Godfrey1世｣
1002年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>西ﾌﾗﾝｹﾝ大公｢ｵｯﾄｰ1世老公｣(~10041104死去)
1002年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢Godfrey2世｣(~1012年)
1002年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｶﾞ伯｢Wilfred｣(~1035年)
1002年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰｺﾝ伯｢Guy1世｣(~1004年死去)
1002年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｾﾙｷﾞｳｽ4世｣(~1036年)
1002年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾎﾞﾙﾏ･ﾏｯｸ･ｾﾈﾃｨ｣(~10140423没)
1002年1月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ﾄﾞｲﾂ王･ｲﾀﾘｱ王｢ｵｯﾄｰ3世｣病死
1002年1月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国宰相｢ﾏｲﾝﾂ大司教ｳｨﾘｷﾞｽ｣(2回目~10020
  607)
1002年1月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国宰相ﾏｲﾝﾂ大司教ｳｨﾘｷﾞｽ｣(~2.15)
1002年2月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･応天9年|黎桓が全国十道を路･州･府に改めるなど地方制度の確立を図っ
  た
1002年2月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ｱﾙﾄﾞｩｲｰﾉ1世(ｲｳﾞﾚｱ候ｱﾙﾄﾞｩｲﾝ)｣(~10040514ｴﾝﾘｰｺ2世に敗れて退
  位)
1002年4月16日-08:00|中国|  ||宋･咸平5年3月|霊州が李継遷によって陥落/李継遷は霊州を西平府と改め､夏国
  の首府とした
1002年4月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ辺境伯･ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｴｯｹﾊﾙﾄ1世｣
1002年4月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世｣ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯(~10031224死去)
1002年4月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｸﾞﾝﾂｪﾘﾝ｣ｷﾞｭﾝﾀｰの次男､ｴｯｹﾊﾙﾄ1世の弟(~1009年)
1002年5月3日-08:00|中国|  ||契丹･統和20年;宋･咸平5年3月18日|契丹､宋を攻める
1002年6月3日-08:00|中国|  ||契丹･統和20年;宋･咸平5年4月20日|契丹､軍を還す
1002年6月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世聖王｣ｵｯﾄ-3世の又従兄弟､ﾊｲﾝﾘﾋ1世の曾孫(⇒10140214､
  ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝)
1002年6月19日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｸﾞﾘﾑｰﾙ･ｽｳﾞｪﾙﾃｨﾝｸﾞｿﾝ｣(~10
  03年)
1002年7月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ｳﾞﾗｼﾞｳﾞｫｲ｣(~1003年1月死去)
1002年7月25日-09:00|日本|  ||長保4年6月13日|<死去>為尊親王､冷泉天皇の第三皇子(生年977年)
1002年8月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||西ｳﾏｲｱ朝宰相ﾏﾝｽｰﾙがｶｽﾃｨﾘｱ遠征の帰途に没/子のﾑｻﾞｯﾌｧﾙがﾜｽﾞｨｰﾙとなる
1002年9月12日-09:00|日本|  ||長保4年8月3日|<死去>藤原原子(生年980年､三条天皇の妃)
1002年10月16日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ｵｯﾄ=ｷﾞﾖｰﾑ｣(~1004年)
1003年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢ｳﾞｨﾃﾞｨﾔｰﾀﾞﾗ｣(~1035年)
1003年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ｳﾞｧｽﾌﾟﾗｶﾝ王｢ｾﾈｹﾘﾑ･ﾎｳﾞｧﾈｽ｣(~1021年ﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国下)
1003年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ﾌﾞﾘｬﾁｽﾗﾌ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1044年死去)
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1003年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏｰﾃﾞｨ･ｱﾙﾌｾｲﾝ｣ｱﾙﾏﾝｻｰ･ｱﾙｶｼﾞﾑの息子(~1013年死去)
1003年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｳﾝﾍﾞﾙﾄ･ﾋﾞｱﾝｶﾏｰﾉ｣(~10480719死去)
1003年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ1世｣(~1029年)
1003年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Tota｣Raymond2世の娘(~1010年)
1003年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ1世｣ｴﾉｰ伯ﾚｼﾞﾅｰﾙ3世の息子(~10150912死去)
1003年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾛﾏﾅｽ｣(~1010年)
1003年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>Ternyllwg王｢Seisyll ap Brochwel｣⇒｢Llywelyn ap Seisyll｣(~1023年死去)
1003年1月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<死去>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ｳﾗﾃﾞｨｳﾞｫｲ｣
1003年1月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾔﾛﾐｰﾙ｣(1回目~1003年2月)
1003年1月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾛﾀｰﾙ｣
1003年1月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ｳﾞｪﾙﾅｰ｣(~1009年)
1003年2月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾎﾞﾚｽﾗﾌ3世赤毛｣(2回目~3月)
1003年2月4日-08:00|中国|  ||契丹･統和21年;宋･咸平6年|契丹帝国が保州を侵すと､楊延昭が楊嗣とともに兵
  を領して援軍に赴き､未だ陣列の整わないうちに襲われて2万以上の死傷者を出す
1003年3月-01:00|ﾁｪｺ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾎﾞﾚｽﾗﾌ4世(ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世)｣ﾎﾞﾍﾐｱをﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞが占領(~
  10040908)
1003年5月4日-08:00|中国|  ||契丹･統和21年;宋･咸平6年夏|契丹帝国は望都を侵した/高陽関副都部署の王継
  忠や王超らが拒戦した鋭鋒なる契丹兵の前に敗れた/契丹軍は埋蔵量豊富な炭鉱を奪う
1003年5月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾍﾙﾏﾝ2世｣
1003年5月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾍﾙﾏﾝ3世｣(~10120401死去)
1003年5月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第139代ﾛｰﾏ教皇｢ｼﾙｳｪｽﾃﾙ2世｣
1003年5月16日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第140代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ17世｣(~10031106死去)
1003年11月6日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第140代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ17世｣
1003年12月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯･ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ2世(大ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ)｣
1003年12月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世｣(~10390416死去)
1003年12月25日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第141代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ18世｣(~10090718死去)
1004年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｼﾞｬｽﾀﾆｽ朝国王｢Khusrau Shah｣
1004年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ﾏﾝｿ1世｣
1004年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王･ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王｢ｶﾞﾙｼｱ･ｻﾝﾁｪｽ2世｣
1004年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾅﾝﾄ伯｢Judicael｣
1004年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰｺﾝ伯｢Guy1世｣
1004年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ3世｣ﾎﾞﾛｰﾆｬ伯(~1011年)
1004年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Budic｣Judicaelの息子(~1038年)
1004年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰｺﾝ伯｢ｵｯﾄｰ2世｣(~1049年死去)
1004年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｼﾞｮﾝ1世｣(~1007年死去)
1004年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王･ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王｢ｻﾝﾁｮ･ｶﾞﾙｾｽ3世｣ｶﾞﾙｼｱ･ｻﾝﾁｪｽ2世とﾋﾒﾅ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽの男子(~1
  0351018死去)
1004年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾛﾍﾞﾙﾄ｣(~1016年)
1004年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ｶﾅﾀﾞ|  |||北ｱﾒﾘｶのﾋﾞﾝﾗﾝﾄﾞでﾉﾙｳｪｰ人とｲﾝﾃﾞｨｱﾝが戦争
1004年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公国がﾌﾗﾝｽ王国に統合される(~1032年)
1004年1月25日-09:00|日本|  ||長保6年|このころ､｢和泉式部日記｣がなる
1004年1月25日-08:00|中国|  ||宋･景德1年|宋の真宗趙恒が景徳(-1007年)と改元
1004年3月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<譲位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世(聖公)｣義理の兄弟であるﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯ﾊｲﾝﾘﾋ5世にﾊ
  ﾞｲｴﾙﾝを授けた)
1004年3月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ5世｣ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄの息子､ﾊｲﾝﾘﾋ1世､皇后ｸﾆｸﾞﾝ
  ﾃﾞの兄(~1009年)
1004年5月14日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ｲﾀﾘｱ王｢ｱﾙﾄﾞｩｲｰﾉ1世(ｲｳﾞﾚｱ候ｱﾙﾄﾞｩｲﾝ)｣ｴﾝﾘｰｺ2世に敗れる
1004年5月15日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ｴﾝﾘｰｺ2世(ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝ﾊｲﾝﾘﾋ2世聖王)｣(~10240713死去)
1004年5月18日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ｷﾞｾﾞﾙﾍﾞﾙﾄ1世｣
1004年5月18日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣共同統治(~10191006没)
1004年6月23日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｽｶﾌﾟﾃｨ･ﾄﾛﾄﾞｿﾝ｣(~1030年没
  )
1004年7月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢Theobald2世｣兼ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Thibaut2世｣
1004年7月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢ｳｰﾄﾞ2世｣(~10371115死去)兼ｼｬﾙﾄﾙ伯(~1023年退位)ﾗ
  ﾝｽ伯､ﾄｩｰﾙ伯
1004年7月21日-08:00|中国|  ||契丹･統和22年7月2日|契丹､西夏の李徳昭(李継遷の子)を封じて西平王とする
1004年8月8日-09:00|日本|  ||寛弘1年7月20日|長保から寛弘に改元
1004年9月8日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<復位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾔﾛﾐｰﾙ｣(2回目~10120412)
1004年9月8日-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ軍のﾎﾞﾍﾐｱ侵攻､ﾓﾗｳﾞｨｱはﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞが統治(~102
  9年)
1004年10月24日-08:00|中国|  ||契丹･統和22年;宋･景德1年閏9月8日|契丹帝国の聖宗は宋へ親征
1004年11月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>西ﾌﾗﾝｹﾝ大公･ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢ｵｯﾄｰ1世老公｣
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1004年11月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>西ﾌﾗﾝｹﾝ大公･ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣(~
  10111212死去)
1005年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｭﾘﾏｰﾗｳﾞｨｼﾞｮﾄﾝｶﾞｳﾞｧﾙﾏﾝ王､南ｲﾝﾄﾞのﾁｮｰﾗ朝の地､ﾈｶﾞﾊﾟﾀﾑに仏寺を建立
1005年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｻｰﾏｰﾝ朝の再興を図ったｲｽﾏｲｰﾙがｶﾗﾊｰﾝ朝に敗死
1005年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<即位>ｷﾙﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢Khalid ibn Bakr｣(~1007年)
1005年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||ﾌｧｰﾃｨﾏ朝のﾊｰｷﾑがｶｲﾛに知恵の館を建設
1005年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｻﾞ･ｺｿｲ｣(~1025年)
1005年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱはﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国が統治(復活~1203年)
1005年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ｻｲﾅﾝ･ｱﾌﾟ･ﾊｳｪﾙ｣
1005年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢Rognvaldr Gudhfridharson｣
1005年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島元首｢Thrandr Thorbjornsson ae Gotu｣(~1035年死去)民
1005年 00:00|ﾏﾝ島|  |||<就任>ﾏﾝ王｢Olafr Gudhfridharson｣(~10140423死去)
1005年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ｲｰﾀﾞﾝ･ｱﾌﾟ･ﾌﾞﾚｷﾞｳﾘﾄﾞ｣(~1018年死去)
1005年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢ｴﾄﾞｳｨﾝ･ｱﾌﾟ･ｱｲﾆｵﾝ｣(~1018年)
1005年 00:00|ﾖｰﾛｯﾊﾟ|  |||ﾖｰﾛｯﾊﾟで重量犂が普及し､農業の生産性が向上
1005年1月13日-09:00|日本|京都府京都市中京区|寛弘1年12月|皮聖行円が一条北辺に行願寺(革堂)を建立し念
  仏を唱え布教
1005年1月21日-08:00|中国|  ||契丹･統和22年;宋･景德1年12月9日|宋軍は契丹を撃退､宋と遼の間にｾﾝ淵の盟
  約が結ばれ講和､両国の国境が決定される
1005年2月12日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･統和23年|全州節度仕を設置
1005年2月12日-08:00|中国|  ||宋･景德2年|ﾎｰﾀﾝ､ｲｽﾗﾑのﾕｰｽﾌ･ｶﾃﾞｨﾙ･ﾊﾝに征服される
1005年3月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ｹﾈｽ3世首領/茶毛王｣
1005年3月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾏﾙｶﾑ2世破壊王｣ｹﾈｽ2世の息子(~10341125殺害される)
1005年4月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･応天12年3月8日|<死去>前黎朝皇帝｢大行皇帝(黎桓)｣64歳
1005年4月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･応天12年3月8日|<即位>前黎朝皇帝｢中宗(黎龍鉞)｣黎桓の三男(~4.22弟
  の開明王に殺害された)
1005年4月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･応天12年3月11日|<死去>前黎朝皇帝｢中宗(黎龍鉞)｣弟の開明王に殺害さ
  れた
1005年4月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･応天12年3月11日|<即位>前黎朝皇帝｢臥朝皇帝｣黎桓の五男(~10091119(
  景瑞2年10月30日)死去)
1005年10月31日-09:00|日本|  ||寛弘2年9月26日|<死去>安倍晴明(85歳､生年921年/陰陽師)
1005年11月23日-09:00|日本|京都府宇治市|寛弘2年10月19日|藤原道長､法華三昧堂の落慶供養を実施/木幡浄妙
  寺
1005年12月18日-09:00|日本|京都府京都市|寛弘2年11月15日|内裏炎上して殿上みな焼失
1006年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｽﾏﾄﾗのｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔがｼﾞｬﾜのﾏﾀﾗﾑ国に侵攻
1006年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｽｰﾘﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~1050年死去)
1006年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾊﾞﾝﾄﾞ朝太守｢Abu Ja'far Muhammad｣(~1027年)
1006年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Uhtred the Bold｣(~1016年死去)
1006年4月30日 00:00|世界|  |||おおかみ座に超新星(SN1006)出現(太陽と月以外で史上最も視等級が明るい天
  体が世界各地で観測される)
1006年10月29日-09:00|日本|京都府京都市|寛弘3年10月5日|冷泉上皇御所､東三条南院焼亡
1007年-05:00|ﾀｼﾞｷｽﾀﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾘﾄﾞ朝ﾏﾘｸ｢Muhammad ibn Suri｣(~1011年死去)
1007年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<即位>ｷﾙﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢al-Hassan ibn Suleiman ibn Ali｣(~1023年)
1007年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｼﾞｮﾝ1世｣
1007年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ﾗﾝﾀﾞﾙﾌ7世｣
1007年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ2世｣(~1022年)
1007年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾏﾝﾄｳﾞｧ伯｢Boniface｣(~10520506死去)
1007年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｾﾙｷﾞｳｽ2世｣(~1028年廃位)
1007年1月22日-09:00|日本|  ||寛弘4年|この頃｢源氏物語｣完成
1007年1月22日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･統和25年|耽羅で海中から瑞山が出現
1007年1月22日-09:00|日本|大阪府大阪市阿倍野区|寛弘4年|安倍晴明神社創建<安倍清明生誕の地>
1007年1月22日-09:00|日本|京都府京都市上京区|寛弘4年|安倍晴明の私邸跡(京都府)に晴明神社創建<安倍晴明
  を祀る>
1007年1月22日-08:00|中国|  ||宋･景德4年|<即位>天山ｳｲｸﾞﾙ王国可汗｢ｷｭﾝ･ｱｲ･ﾃﾝｸﾞﾘﾃｸﾞ･ｷｭｾﾝﾁｸﾞ･ｺﾙﾄｩﾚ･ﾔﾙｸ･ﾃ
  ﾝｸﾞﾘ･ﾎﾞｷﾞｭ･ﾃﾝｸﾞﾘ･ｹﾆﾐｽﾞ｣
1007年1月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･応天14年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾊﾘｳﾞｧﾙﾏﾝ3世(~1010年)
1007年1月22日-08:00|中国|  ||契丹･統和25年1月|契丹､中京(内蒙古自治区寧城県)を建てる
1007年1月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ|  |||ｶﾉｯｻの屈辱/教皇ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ7世に破門された､神聖ﾛｰﾏ帝国ﾊｲﾝﾘｯﾋ4
  世､北ｲﾀﾘｱｶﾉｯｻで3日3晩雪の中で許しを乞うて許される
1007年1月26日-09:00|日本|京都府京都市|寛弘4年1月5日|右衛門督･藤原斉信第(中御門)焼亡
1007年4月14日-09:00|日本|京都府京都市|寛弘4年3月24日|大納言･藤原道綱第焼亡
1007年8月6日 04:00|日本|京都府京都市|寛弘4年6月21日|午後､京都各所に落雷､京極殿堂北廊にも落雷し､北政
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  所御堂･南北廊下･中門･西大門など焼失､堀川院の大樹倒れる
1007年11月14日-09:00|日本|  ||寛弘4年10月2日|<死去>敦道親王(生年981年/皇族､歌人)
1008年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>後期ﾁｬｰﾙｷﾔ朝国王｢Vikramaditya5世｣(~1015年)
1008年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｸﾜﾗｽﾞﾐｱﾝ朝ｼｬｰ｢Abu'l-Abbas Ma'mun ibn Ma'mun｣(~1017年)
1008年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｲﾍﾞﾘｱ王｢ｸﾞﾙｹﾞﾝ｣
1008年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ3世｣建国(~10140507死去)
1008年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶｸｲﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢Muhammad｣(~1041.9死去)
1008年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢Rotbold1世｣
1008年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾙﾎﾞｰ2世｣ﾙﾎﾞｰ1世の息子(~1014年死去)兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ辺境伯｢ﾙﾎﾞｰ3世｣
1008年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ｽｳｪｰﾃﾞﾝにｷﾘｽﾄ教が普及
1008年2月10日-09:00|日本|  ||寛弘5年|この頃,惟宗允亮,政務運営に関する事例を掲げた書｢政事要略｣を著わ
  す
1008年2月10日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･景瑞1年|前黎朝で景瑞と改元(-1009)
1008年2月10日-08:00|中国|  ||宋･大中祥符1年1月|宋の真宗趙恒が大中祥符(-1016年)と改元
1008年3月17日-09:00|日本|  ||寛弘5年2月8日|<死去>花山法皇(41歳､安和1(968)1026生/第65代天皇)
1008年4月14日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾎｲ伯ﾉｯｶｰ｣
1008年4月14日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾊﾞﾙﾃﾞﾘｯｸ2世｣(~10180629死去)
1008年6月30日-09:00|日本|  ||寛弘5年2月8日|<死去>び子内親王､皇族(生年1001年)
1008年10月6日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ﾒﾈﾝﾄﾞ･ｺﾞﾝｻﾚｽ｣
1008年10月6日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ｱﾙｳﾞｨﾄ･ﾇﾈｽ｣(~1015年死去)
1008年11月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公･ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世｣
1008年11月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｱﾗﾝ3世｣兼ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯｢ｱﾗﾝ1世｣ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世とｱｳﾞｫﾜｰｽﾞ･ﾄﾞ･ﾉ
  ﾙﾏﾝﾃﾞｨｰの長子(~10401001死去)､ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｴｵﾝ1世｣ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世とｱｳﾞｫﾜｰｽﾞ･ﾄﾞ･ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰの次男(~1035年)
1009年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃､ﾁｮｰﾗ朝ﾗｰｼﾞｬﾗｰｼﾞｬ1世､ﾌﾞﾘﾊｯﾃﾞｨｰｼｭｳﾞｧﾗ寺院を造営
1009年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾏﾑﾆ朝ｼｬｰ｢Abu al-Hasan 'Ali｣
1009年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾏﾑﾆ朝君主｢Ma'mun2世｣(~1017.3死去)
1009年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第27代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｵｯﾄｰﾈ･ｵﾙｾｵﾛ｣(~1026年)
1009年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ1世｣(~1018年)
1009年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王国ﾊﾟﾗﾀｲﾝ｢ｻﾐｭｴﾙ･ｱﾊﾞ｣(~1038年)
1009年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ1世｣ｴｯｹﾊﾙﾄ1世の長男(~10381101死去)
1009年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第4代ｶﾘﾌ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣(~1010年死去),第5代ｶﾘﾌ｢ｽﾗｲﾏｰﾝ｣(~1010年)
1009年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾌﾟｴﾝﾃ･ﾀｲﾌｧ｢'Abd Allah1世｣(~1030年)
1009年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ3世｣共同統治(~1014.8死去)
1009年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾙﾄｻ･ﾀｲﾌｧ｢Lab'ib｣(~1039年)
1009年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾎｽ･ﾀｲﾌｧ｢Sabur al-Saqlabi｣(~1022年)
1009年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾊﾞﾀﾞﾎｽ国がｺｲﾝﾌﾞﾗとﾉｰｽｱﾚﾝﾃﾎ間の領域を支配(~1094年)
1009年1月29日-08:00|中国|  ||大理･広明24年|<死去>前大理第6代皇帝｢昭明帝(段素英)｣
1009年1月29日-08:00|中国|  ||大理･広明24年|<即位>前大理第7代皇帝｢宣粛帝(段素廉)｣(~1022年)
1009年1月29日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･景瑞2年|黎龍ﾃｲ(臥朝王)が24歳の時に部下に殺害された/子はわずか10
  歳と幼少であったため､黎龍ﾃｲの弟の黎明提･黎明昶が挙兵し帝位を争った
1009年3月-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<復位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世｣(~1017.12退位~10240713死去)
1009年3月2日-09:00|朝鮮|  ||高麗･統和27年2月3日|<死去>高麗王｢穆宗｣武臣･康兆が殺害(康兆の政変(康兆の
  乱))
1009年3月2日-09:00|朝鮮|  ||高麗･統和27年2月3日|<即位>高麗王｢顕宗｣(~1031年)
1009年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｺﾙﾄﾞﾊﾞ市民のﾍﾞﾙﾍﾞﾙ人傭兵に対する闘争が始まる
1009年7月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第141代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ18世｣
1009年7月31日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第142代ﾛｰﾏ教皇｢ｾﾙｷﾞｳｽ4世｣(~10120512死去)
1009年8月21日-09:00|日本|  ||寛弘6年7月28日|<死去>具平親王(生年964年､村上天皇の第七皇子)
1009年10月18日-02:00|ｲｽﾗｴﾙ|  |||ﾌｧｰﾃｨﾏ朝のｶﾘﾌ･ﾊｰｷﾑの命でｴﾙｻﾚﾑのｷﾘｽﾄ教会(聖墳墓教会)完全破壊
1009年10月25日-09:00|日本|京都府京都市|寛弘6年10月5日|内裏一条院焼失
1009年11月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･景瑞2年10月30日|<死去>前黎朝皇帝｢臥朝皇帝｣
1009年11月19日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･景瑞2年10月30日|<即位>李朝大瞿越初代皇帝｢太祖李公蘊｣帝位を簒奪(
  ~10280331(順天19年3月3日)死去)
1010年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟﾗﾏｰﾗ朝国王｢ﾎﾞｰｼﾞｬ｣(~1055年)
1010年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||ｶﾞｽﾞﾅ朝のﾏﾌﾑｰﾄﾞがｼﾝﾄﾞ地方を支配
1010年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ﾔﾛｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1034年)
1010年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｽﾄﾌ公｢ﾎﾞﾘｽ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1015年)
1010年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾏﾙﾜｰﾝ朝｢Sharwin ibn Muhammad｣(~1010年)
1010年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第4代ｶﾘﾌ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣
1010年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ﾛﾍﾞｰﾙ2世｣(~1018年)ｱﾙﾍﾞｰﾙ1世の子
1010年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢William Isarn｣(~1017年死去)､｢Mayor Garcia｣(~1025年)､｢Raymo
  nd3世｣(~1025年)
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1010年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第3代ｶﾘﾌ｢ﾋｼｬｰﾑ2世｣(~10130419死去)
1010年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾚｲﾆｱｰ｣(~1020年)
1010年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾃﾞﾆｱ･ﾀｲﾌｧ｢Mujahid al-Muwaffaq｣(~1045年)
1010年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾚﾄﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad ibn Ya'is｣
1010年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢Mubarak and Muzaffar｣(~1017年)
1010年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾛﾝ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Tuziri al-Dammari｣(~1013年)
1010年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ統治者｢Eirikr "the Red" Thorvaldsson｣
1010年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ統治者｢Leifr Eiriksson｣(~1020年死去)
1010年1月17日-09:00|日本|京都府京都市左京区|寛弘6年12月30日|鞍馬寺が焼失
1010年1月18日-08:00|中国|  ||大理･明啓1年|大理国の段素廉が明啓(-1022年)と改元
1010年1月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･順天1年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ2世(~1018年)
1010年1月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･順天1年1月|李朝大越国が順天と改元(-1028年)
1010年2月25日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ﾌｨﾙﾄﾞｩｼｰがｲﾗﾝの民族叙事詩｢ｼｬｰ･ﾅｰﾒ｣を完成
1010年8月13日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･順天1年7月|首都を華閭(ﾎｱﾙｰ)から昇龍(ﾀﾝﾛﾝ､現ﾊﾉｲ)に移す
1010年9月1日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol1世el de Cordova｣ｺﾙﾄﾞﾊﾞで戦死
1010年9月1日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol2世｣(~1038年死去)
1010年10月1日-08:00|中国/朝鮮|  ||契丹･統和28年;高麗･統和28年8月21日|第2次契丹(遼)の侵入/契丹の聖宗
  が大軍で侵入,補給に不安を感じ後退を始めた遼軍に反撃を加え大勝
1010年10月19日-08:00|中国|  ||契丹･統和28年9月10日|契丹､西平王李徳昭を夏国王とする
1010年12月15日-09:00|日本|  ||寛弘7年11月7日|<死去>為平親王(生年952年/皇族､村上天皇第四皇子)
1011年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢Vimaladitya｣(~1018年)
1011年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙ朝ﾏﾘｸ｢Muhammad ibn Suri｣
1011年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝ﾏﾘｸ｢Abu Ali ibn Muhammad｣(~1035年死去)
1011年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ｱﾅｼﾞﾄﾞ王｢Husam al-Dawla Abu'l Shawk Faris ibn Muhammad｣(~1046年)､｢M
  uhalhil ibn Muhammad｣(~1055年),｢Surkhab1世ibn Muhammad｣(~1046年)､｢Sa'idi ibn Faris｣(~1055年)
1011年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾏﾙﾜｰﾝ朝｢Nasr al-Dawla Ahmad ibn Marwan｣(~1061年)
1011年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ1世｣
1011年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公国(ｴｯﾍﾟﾝｼｭﾀｲﾝ家)ｱﾀﾞﾙﾍﾞﾛ(~1035年)
1011年1月2日-08:00|中国/朝鮮|  ||契丹･統和28年;高麗･統和28年11月25日|契丹､高麗の開京(朝鮮民主主義人
  民共和国開城市)を攻める
1011年2月6日-08:00|中国/朝鮮|  ||契丹･統和29年;高麗･統和29年1月1日|高麗の開城が契丹軍に蹂躙され､灰
  塵に帰す
1011年2月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ1世｣
1011年2月9日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ公｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ2世｣(~10590629死去)
1011年7月16日-09:00|日本|  ||寛弘8年6月13日|<践祚>第67代｢三条天皇｣(10.16即位~10160129)
1011年7月16日-09:00|日本|  ||寛弘8年6月13日|<退位>第66代｢一条天皇｣
1011年7月25日-09:00|日本|  ||寛弘8年6月22日|<死去>第66代｢一条天皇(法皇)｣32歳(誕生:天元3(980)0601)
1011年9月1日-08:00|中国/朝鮮|  ||高麗･統和29年8月|東女真が船100余で高麗の慶州を襲う
1011年11月3日-09:00|日本|京都府京都市中京区|寛弘8年10月6日|法興院法華堂を残して焼亡
1011年11月21日-09:00|日本|  ||寛弘8年10月24日|<死去>第63代｢冷泉天皇(上皇)｣/62歳(誕生:天暦4(950)0524
  )
1011年12月1日-09:00|日本|京都府京都市|寛弘8年11月4日|京都大火､土御門南(上東門南)､陽明門北､帯刀町東､
  西洞院西で大火､700余戸焼失
1011年12月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>西ﾌﾗﾝｹﾝ大公･ｹﾙﾝﾃﾝ公･ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢ｺﾝﾗｰﾄ1世｣
1011年12月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>西ﾌﾗﾝｹﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣(~1039年)
1011年12月12日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｱﾀﾞﾙﾍﾞﾛ｣兼ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯(~10350518)
1012年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Dewa Sanghyang｣(~1019年)
1012年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ﾗｰｼﾞｪｰﾝﾄﾞﾗ1世｣ﾗｰｼﾞｬﾗｰｼﾞｬ1世の息子(~1044年死去)
1012年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第4代国王｢ｶｰﾌﾞｰｽ･ﾌﾞﾝ･ﾜｼｭﾑｷﾞｰﾙ｣
1012年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第5代国王｢ﾏﾇｰﾁﾌﾙ･ﾌﾞﾝ･ｶｰﾌﾞｰｽ｣(~1031年死去)
1012年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｼﾞｬﾃﾞｨｯﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢Ibrahim｣(~1018年)
1012年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｱﾌﾞ･ﾀｲﾌﾞ･ﾀﾞｳﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ﾗｰﾏﾝ･ﾋﾞﾝ･ｱﾋﾞ･ｱﾙ=ﾌｧﾃｨｯｸ｣(~1039
  年)
1012年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｵﾄﾝ｣
1012年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯｢Poppo1世｣(~1044年死去)
1012年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣(~10220106死去)
1012年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢ﾍﾟｰﾀｰ2世｣(~1034年),｢ｳｨﾘｱﾑ1世｣ﾛｼﾞｬｰ1世の甥(~1034年)
1012年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｱﾙﾃﾞﾝﾇ=ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ家ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ2世(1世)｣(~1023年)
1012年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾘｱ･ｱﾙﾊﾞﾗﾁﾝ･ﾀｲﾌｧ｢Hudayl Djalaf 'Izz ad-Dawla｣(~1045年)
1012年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾘｱ･ﾀｲﾌｧ｢Aflah｣
1012年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｻﾙﾃｽおよびｳｴﾙﾊﾞ･ﾀｲﾌｧ｢'Abd al-'Aziz 'Izz ad-Dawla｣(~1051年)
1012年4月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾍﾙﾏﾝ3世｣
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1012年4月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｴﾙﾝｽﾄ1世｣(~10150331死去)ﾍﾙﾏﾝ2世の娘ｷﾞｰｾﾞﾗと結
  婚
1012年4月12日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾘｯﾁ1世｣(1回目~1033年10月)
1012年5月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第142代ﾛｰﾏ教皇｢ｾﾙｷﾞｳｽ4世｣
1012年5月18日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第143代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ8世｣(~10240409死去)
1012年6月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>対立ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ6世｣(~10121231)
1012年8月6日-09:00|日本|  ||寛弘9年7月16日|<死去>大江匡衡(生年952年/公家､儒学者､歌人､中古三十六歌仙
  の一人)
1012年8月20日-09:00|日本|  ||寛弘9年8月|齋院選子内親王が発心和歌集を撰する
1012年9月12日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱｯﾀﾞｲ･ﾕｰｻﾌ｣
1012年10月18日-08:00|中国|  ||契丹･開泰1年10月1日|契丹の聖宗が開泰(-1021年)と改元
1012年12月3日-09:00|日本|京都府|寛弘9年閏10月17日|法興院･積善寺焼亡
1012年12月22日-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾞﾊｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
1012年12月22日-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｽﾙﾀﾝ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣ﾊﾞﾊｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(
  ~1021年退位)兼(ﾌｧｰﾙｽ地方)ｱﾐｰﾙ(~1024.12死去)
1013年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾞｽﾞﾅ朝が第3次ｲﾝﾄﾞ侵攻､ﾀｰﾈｻﾙでﾋﾝｽﾞｰ教の神殿を破壊
1013年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾏｰﾃﾞｨ･ｱﾙﾌｾｲﾝ｣
1013年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑｱﾔﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾌｾｲﾝ｣(~1020年死去)
1013年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｳﾞｫﾙｨｰﾆ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~1054年)
1013年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ﾚﾆｴ4世｣
1013年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ﾚﾆｴ5世｣(~1039年死去)
1013年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾓﾅ･ﾀｲﾌｧ｢'Abd Allah｣(~1023年)
1013年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Zawi ben Ziri｣(~1019年)
1013年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾎｽ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Muhammad Abdallah ibn Muhammad al-Sabur al-Saqlabi｣(~
  1022年)
1013年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾛﾝ･ﾀｲﾌｧ｢Nuh｣(~1041年)
1013年2月8日-09:00|日本|  ||長和1年12月25日|寛弘から長和に改元
1013年2月13日-09:00|日本|京都府京都市左京区|長和2年|この年僧寂源が大原勝林院を創建
1013年2月13日-08:00|中国|  ||宋･大中祥符6年|｢冊府元亀｣が完成
1013年2月28日-09:00|日本|京都府京都市中京区|長和2年1月16日|東三条院焼亡
1013年4月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第3代ｶﾘﾌ｢ﾋｼｬｰﾑ2世｣
1013年4月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第5代ｶﾘﾌ｢ｽﾗｲﾏｰﾝ2世｣(~1016年死去)
1013年6月16日-09:00|日本|  ||長和2年5月6日|<死去>藤原高遠(生年949年/歌人､中古三十六歌仙の一人)
1013年8月7日-09:00|日本|  ||長和2年6月28日|<死去>昭平親王､皇族(生年954年)
1013年8月28日-09:00|日本|京都府京都市|長和2年7月19日|源雅通の四条宅焼亡
1013年12月6日-09:00|日本|京都府京都市|長和2年11月1日|源俊賢宅焼亡
1013年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｽｳﾞｪﾝ｣ﾊｰﾗﾙ1世とｸﾞﾘﾄﾞ･ｵﾗﾌｽﾄﾞﾃｨﾙの男子(~10140203
  死去)ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞはﾃﾞﾝﾏｰｸ王の支配下に置かれた
1013年12月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<退位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ2世無思慮王｣亡命
1014年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝﾗｰﾃﾞ｣(~1034年)
1014年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ﾗｰｼﾞｬﾗｰｼﾞｬ1世｣
1014年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾌﾟｽｺﾌ公｢ｽﾃﾞｨｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1036年)
1014年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾊｻﾝｳｪｲﾋｯﾄﾞ朝国王｢Tahir ibn Hilal｣(~1015年)
1014年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ﾙﾎﾞｰ2世｣兼ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ辺境伯｢ﾙﾎﾞｰ3世｣
1014年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾙｼｮﾝ伯｢Giselbert1世｣
1014年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ﾗﾆｴｰﾘ｣(~1027年)
1014年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ辺境伯｢ｷﾞﾖｰﾑ3世(5世)｣ﾙﾎﾞｰ3世の子(~1037年)
1014年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙｼｮﾝ伯｢Gausfred2世｣(~1074年死去)
1014年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾘｱ･ﾀｲﾌｧ｢Khayran｣
1014年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｳﾏｲﾔ朝ｺﾙﾄﾞﾊﾞ対立ｶﾘﾌ｢al-Mu'iti｣(~1016年)
1014年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾝﾏｰﾄﾞ｣(~1028年死去)
1014年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<退位>ｲﾀﾘｱ王｢ｱﾙﾄﾞｩｲｰﾉ1世｣ｴﾝﾘｰｺ2世に敗れて
1014年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾎﾞﾙｰがｸﾛﾝﾀｰﾌでｳﾞｧｲｷﾝｸﾞを破り､これ以降ｳﾞｧｲｷﾝｸﾞの侵入が収
  束
1014年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾀﾝｼﾞｰﾙはｾｳﾀﾀｲﾌｧ州の一部(~1078年)
1014年2月3日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾊｰﾗﾙ2世｣ｽｳﾞｪﾝ1世とｳﾞｪﾝﾄﾞのｸﾞﾝﾋﾙﾄﾞまたはｼｸﾞﾘｰｽﾞの長男(
  ~1018年死去)
1014年2月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王･ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ﾉﾙｳｪｰ王｢ｽｳﾞｪﾝ1世双叉髭王｣約54
  歳
1014年2月3日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<復位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ2世｣(2期目~10160423死去)
1014年2月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世聖王(ｴﾝﾘｰｺ2世)｣ﾄﾞｲﾂ王･
  ｲﾀﾘｱ王(~10240713没)



1050迄(1322件)

1014年3月1日-09:00|日本|  ||長和3年1月27日|戌刻彗星見ゆ｡巻舌南に長さ2尺
1014年3月4日-09:00|日本|  ||長和3年2月|<任命>鎮守府将軍｢平維良｣(~不詳)
1014年3月12日-09:00|日本|京都府京都市|長和3年2月9日|内裏焼失
1014年4月13日-09:00|日本|京都府京都市|長和3年3月12日|内蔵寮･掃部寮など焼失
1014年4月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾌﾞﾗｲｱﾝ･ﾎﾞﾙﾏ･ﾏｯｸ･ｾﾈﾃｨ｣
1014年4月23日 00:00|ﾏﾝ島|  |||<死去>ﾏﾝ王｢Olafr Gudhfridharson｣
1014年4月23日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾓｰﾙ･ｾｼｭﾘﾝ･ﾓｰﾙ･ﾏｯｸ･ﾄﾞﾑﾈｲﾙ｣(2回目~10220902死去)
1014年4月23日 00:00|ﾏﾝ島/ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾏﾝ島はﾀﾞﾌﾞﾘﾝの北欧王国の領地(~1079年)
1014年5月7日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ3世｣
1014年5月7日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ1世｣(~10270816死去)
1014年6月5日-09:00|日本|京都府京都市右京区|長和3年5月5日|広隆寺で薬師仏の開眼を行う
1014年7月29日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<ｸﾚﾃﾞｨｵﾝ峠の戦い>東ﾛｰﾏ帝国が第一次ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国に大勝
1014年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ2世｣兼ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ3世｣
1014年8月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ5世｣(~1033.9死去)
1014年10月6日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｻﾐｭｴﾙ｣
1014年10月6日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｶﾞｳﾞﾘﾙ･ﾗﾄﾞﾐﾙ｣(~1015年8月､殺害される)
1014年10月6日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ皇帝ﾊﾞｼﾚｲｵｽ2世が､ｻﾑｲﾙ率いるﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ軍にｽﾄﾙﾏ河畔の戦いで
  勝つ
1014年12月19日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･開泰3年11月25日|高麗で金訓ら武臣が反乱をおこし､一時政権を奪
  取
1015年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>後期ﾁｬｰﾙｷﾔ朝国王｢Jayasimha2世｣(~1042年)
1015年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ﾄﾞﾚｳﾞﾘｬｰﾈ公｢ｽｳﾞｬﾄｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣
1015年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ﾋｭｰ3世｣
1015年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾊｰﾊﾞｰﾄ1世｣(~10350413死去)
1015年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｵｰﾗｳﾞ2世ﾊﾗﾙﾄﾞｿﾝ肥満王｣(~1028年11月)
1015年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝初代ﾊﾝﾏｰﾄﾞ(~1028)ｺﾙﾄﾞﾊﾞでｽﾞｨｰﾙ朝からの独立を宣言
1015年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人の南ｲﾀﾘｱ定住が始まる
1015年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞ王｢Eogan mac Domhnall(Owen2世)｣
1015年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ｱﾙｳﾞｨﾄ･ﾇﾈｽ｣
1015年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ﾇﾉ･ｱﾙｳﾞｨﾃｽ｣(~1028年死去)､｢ｲﾙﾄﾞｩｱﾗ･ﾒﾝﾃﾞｽ｣(~1028年)
1015年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢ｴﾄﾞｳｨﾝ･ｱﾌﾟ･ｸﾞﾘｱﾄﾞ｣(~1045年)
1015年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢Rhydderch ap Iestyn｣(~1033年死去)
1015年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞはｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞに組み込まれる
1015年1月10日-09:00|日本|京都府京都市|長和3年12月17日|花山院焼失
1015年1月23日-08:00|中国/ｲﾝﾄﾞ|  ||宋･大中祥符8年|ﾁｮｰﾗ朝の使節､宋に達する
1015年3月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｴﾙﾝｽﾄ1世｣
1015年3月31日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｴﾙﾝｽﾄ2世｣(~10300817死去)
1015年5月3日-09:00|日本|京都府京都市|長和3年12月17日|藤原教通宅(東洞院西､三条坊門南)焼亡
1015年5月13日-09:00|日本|京都府京都市|長和3年12月17日|藤原能通宅(三条坊門京極通)焼亡
1015年6月25日-09:00|日本|  ||長和4年6月7日|<死去>賀茂光栄(生年939年/陰陽師､陰陽家))
1015年7月13日-09:00|日本|京都府京都市|長和4年6月25日|疫神の神託により花園に今宮社建立し､御霊会を修
  した
1015年7月15日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ1世(聖公)｣
1015年7月15日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｸ1世｣(1期目~1016年)
1015年8月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｶﾞｳﾞﾘﾙ･ﾗﾄﾞﾐﾙ｣殺害される
1015年8月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲﾜﾝ･ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ｣(~1018年2月､死去)
1015年9月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ｹﾞﾛ2世｣
1015年9月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾃｨｰﾄﾏｰﾙ2世｣(~10300110死去)ｹﾞﾛ2世の子
1015年9月12日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ1世｣
1015年9月12日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢ﾍﾝﾘｰ1世｣ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ1世の息子(~1038年死去)
1015年12月11日-09:00|日本|  ||長和4年10月27日|藤原道長が摂政に準ずる
1015年12月30日-09:00|日本|京都府京都市|長和4年11月17日|内裏が焼失
1016年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔ王国(ｽﾏﾄﾗ島のﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝを中心に栄えた通商国家)の報復攻撃を受けﾀﾞﾙ
  ﾏｳﾞｧﾝｼｬ王は殺され､ｻﾝｼﾞｬﾔ朝ﾒﾀﾞﾝ王国は崩壊
1016年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾔﾛｽﾗﾌ軍はｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｸ軍を破りｷｴﾌに入城
1016年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ1世賢公｣(1期目~1017年)
1016年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第5代ｶﾘﾌ｢ｽﾗｲﾏｰﾝ2世｣
1016年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾘﾋﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ｽﾞｨｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾊﾞｰﾃﾞｨｰｽ･ｲﾌﾞﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ｣
1016年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢Robert1世｣(~1032年)
1016年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ4世｣(~1022年)
1016年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾅﾐｭｰﾙ伯｢ｱﾙﾍﾞｰﾙ2世｣(~1067年死去)ﾛﾍﾞｰﾙ2世の弟
1016年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾘﾋﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ｽﾞｨｰﾙ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾙ=ﾑｲｯｽﾞ･ｲﾌﾞﾝ･ﾊﾞｰﾃﾞｨｰｽ｣(~1062年死去)
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1016年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾑﾃﾞｨｯﾄﾞ朝ｺﾙﾄﾞﾊﾞ･ｶﾘﾌ｢Ali ibn Hammud al-Nasir｣(~10180322死去)
1016年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾍﾝﾘｰ｣(~1032年)
1016年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Uhtred the Bold｣
1016年2月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ王ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ4世(ｱﾌﾞﾗｼﾞの狼)(~1022)
1016年2月11日-09:00|朝鮮/中国|  ||高麗･大中祥符9年|北宋から冊封,朝貢,北宋の正朔を奉じる
1016年3月10日-09:00|日本|  ||長和5年1月29日|<就任>摂政:藤原道長(~長和6年3月16日)
1016年3月10日-09:00|日本|  ||長和5年1月29日|<譲位>第67代｢三条天皇｣<践祚>｢敦成親王｣
1016年3月18日-09:00|日本|  ||長和5年2月7日|<即位>第68代｢後一条天皇｣敦成親王(~10360417)
1016年4月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ2世｣約48歳
1016年4月23日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ2世｣ｴｾﾞﾙﾚｯﾄﾞ2世とｴﾙﾌﾘｰﾀﾞ･ｵﾌﾞ･ﾉｰｻﾝﾌﾞﾘｱの男子(~11
  .30死去)
1016年5月22日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾄﾞｳｸﾘｬ公｢ﾖｳﾞｧﾝ･ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ｣
1016年5月22日-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾄﾞｳｸﾘｬ公｢ﾄﾞﾗｺﾞﾐﾙ･ﾌｳﾞｧﾘﾐﾛｳﾞｨｯﾁ｣(~1018年死去)
1016年8月25日-09:00|日本|京都府京都市|長和5年7月20日|京都大火､土御門南､京極西､万里小路東､二条南間の
  藤原道長の土御門第(上東門第)､法興院類焼､500余戸焼失
1016年8月25日-09:00|日本|京都府京都市|長和5年7月20日|京都大火､土御門南､京極西､万里小路東､二条南間の
  藤原道長の土御門第(上東門第)､法興院類焼､500余戸焼失
1016年10月-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ|  |||ｶｲﾗﾜｰﾝでｽﾝﾅ派住民が暴動をおこし､ｼｰｱ派2万人を虐殺
1016年10月18日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ｱｻﾝﾀﾞﾝの戦いの結果､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ2世は､ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国ｸﾇｰﾄ大王
  がｳｪｾｯｸｽを除く全ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを支配することを認めた条約に調印
1016年10月27日-09:00|日本|京都府京都市|長和5年9月24日|三条上皇の御所枇杷殿焼失
1016年11月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞﾏﾝﾄﾞ2世剛勇王｣36歳(誕生980年)
1016年11月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｸﾇｰﾄ大王｣ﾃﾞﾝﾏｰｸ王.ｽｳﾞｪﾝとｸﾞﾝﾋﾙﾄ･ｵﾌﾞ･ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞの
  男子(~10351112死去)
1017年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<廃位>ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗ王国国王｢Mahinda5世｣追放される
1017年-05:30|ｽﾘﾗﾝｶ|  |||南ｲﾝﾄﾞ系(ﾀﾐﾙ系)のﾁｮｰﾗ王朝が､ﾗﾝｶｰ島の大半を支配｡ｼﾝﾊﾗ王朝は､ｱﾇﾗｰﾀﾞﾌﾟﾗからﾎﾟﾛﾝ
  ﾅﾙﾜに遷都
1017年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔ王国(ｽﾏﾄﾗ島のﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝを中心に栄えた通商国家)ﾁｮｰﾗ朝ﾗｰｼﾞｪｰﾝﾄ
  ﾞﾗ1世(位1012～1044)の最初の襲来/ｹﾀﾞｰを奪い､約半世紀の間ﾏﾗｯｶ海峡を支配
1017年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｱﾙｽﾗｰﾝ｣(~1024年)
1017年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｸﾜﾗｽﾞﾐｱﾝ朝ｼｬｰ｢Abu'l-Harith Muhammad ibn Ali｣⇒｢Abu Sa'id Altun-Ta
  sh｣(~1032年死去)
1017年-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾏｽﾞﾔﾄﾞ朝第2代ｱﾐｰﾙ｢ﾃﾞｭﾊﾞｲｽ1世･ｲﾌﾞﾝ･ｱﾘｰ､ﾇｰﾙｯﾀﾞｳﾗ｣(~1082年)
1017年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｸ1世｣(2期目~1019年死去)
1017年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾗﾓﾝ･ﾎﾞﾚｲ｣
1017年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢William Isarn｣
1017年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯｢ﾗﾙﾌ3世｣(~1038年)
1017年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢Lab'ib｣(~1019年)
1017年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢Muyahid｣(~1021年)
1017年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾕｰｸﾞ2世｣(~10250917死去)
1017年1月31日-08:00|中国|  ||宋･天禧1年|北宋の真宗趙恒が天禧(-1021年)と改元
1017年2月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢Sancho Garcia｣
1017年2月5日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢ｶﾞﾙｼｱ･ｻﾝﾁｪｽ｣(~1029年死去)
1017年3月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾏﾑﾆ朝君主｢Ma'mun2世｣
1017年3月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾏﾑﾆ朝君主｢Abu'l-Harith Muhammad｣(~同年廃位)
1017年4月15日-09:00|日本|  ||長和6年3月16日|<就任>摂政｢藤原頼通｣
1017年5月21日-09:00|日本|  ||寛仁1年4月23日|長和から寛仁に改元
1017年6月5日-09:00|日本|  ||寛仁1年5月9日|<死去>三条天皇(42歳､天延4(976)0103生/第67代天皇)
1017年6月27日-09:00|日本|  ||寛仁1年5月9日|<死去>藤原遵子(生年957年､円融天皇の中宮)
1017年7月27日-09:00|日本|京都府京都市|寛仁1年7月2日|<寛仁元年鴨川洪水､東悲田院流失>夜通し雨が降り鴨
  川の氾濫で洪水､京極あたりは海のようになった/鴨川のほとりにあった東悲田院(医療施設､施薬院管轄にあ
  った社会福祉施設)に入院していた患者300人と医師､看護人などが建物もろとも流された
1017年11月8日-09:00|日本|京都府京都市|寛仁1年10月17日|京都大火､上東門大路南辺､陽明門大路北辺で失火､
  民家200余戸焼失
1017年12月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<復位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ5世｣ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯ｼﾞｰｸﾌﾘｰﾄの息子(~1026年死去)
1018年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ﾁｬｰﾙｷﾔ朝君主｢ﾗｰｼﾞｬﾗｰｼﾞｬ･ﾅﾚﾝﾄﾞﾗ｣(~1061年)
1018年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ﾄﾘﾛｰﾁｬﾝﾊﾟｰﾗ｣(~1027年)
1018年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||ﾁｮｰﾗ朝ﾗｰｼﾞｪﾝｰﾝﾄﾞﾗ1世がｾｲﾛﾝ､ﾊﾞｰﾝﾃﾞｨﾔ朝及びｹｰﾗﾗを支配下におく
1018年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾞｽﾞﾅ朝ﾏﾌﾑｰﾄﾞがｲﾝﾄﾞ北部のｶﾅｳｼﾞを攻略
1018年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾊｰﾗﾙ2世｣
1018年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾄﾞｳｸﾘｬ公｢ﾄﾞﾗｺﾞﾐﾙ･ﾌｳﾞｧﾘﾐﾛｳﾞｨｯﾁ｣
1018年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾉﾙﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾍﾞﾙﾝﾊﾙﾄ2世｣(~1051年死去)
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1018年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ･ﾗﾓﾝ1世(背曲がり伯)｣ﾗﾓﾝ･ﾎﾞﾚｲの子(~10350526死去)母親で
  あるｶﾙｶｿﾝﾇ伯女ｴﾙﾒｼﾝﾀﾞが摂政
1018年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ4世｣ｷﾞﾖｰﾑ2世の子(~1030年),｢ﾌﾙｸ･ﾍﾞﾙﾄﾗﾝ｣ｷﾞﾖｰﾑ2世の子(~10
  510427死去)､｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世｣ｷﾞﾖｰﾑ2世の子(~1063年死去)
1018年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Sancho3世｣(~1035年)
1018年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｻﾝﾀ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞﾙ･ｱﾙｶﾞﾙﾍﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Sa'id｣(~1041年)
1018年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｸﾇｰｽﾞ2世｣ｽｳﾞｪﾝ1世とｳﾞｪﾝﾄﾞのｸﾞﾝﾋﾙﾄﾞまたはｼｸﾞﾘｰｽﾞの息子(~1035
  1112死去)
1018年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾄﾞｳｸﾘｬ公｢ｳﾞｫｲｽﾗｳﾞ･ﾄﾞﾗｺﾞﾐﾛｳﾞｨｯﾁ｣(1回目~1036年8月)
1018年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏｼﾞｮﾙｶ･ﾀｲﾌｧ｢Mujahid al-'Amiri｣(~1041年)
1018年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ|  |||夏､国境付近･西ﾌﾞｸﾞ川を挟み､ﾔﾛｽﾗﾌ対ﾎﾞﾚｽﾜﾌ･ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｸ連合の戦い/ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙ
  ｸの軍は大敗/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ軍はかつてｳﾗｼﾞｰﾐﾙに奪われたﾁｪﾙｳﾞｪﾝの町々(ﾙｰｼ･ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ国境､西ﾌﾞｸﾞ川流域)を奪い返
  し､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞに凱旋
1018年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ｹﾞﾙﾏﾝ人東方移民がｳｨｰﾝを建設
1018年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ﾄﾙｺ|  |||ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛはﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝの家臣(~1077年)
1018年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ｲｰﾀﾞﾝ･ｱﾌﾟ･ﾌﾞﾚｷﾞｳﾘﾄﾞ｣
1018年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ､ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽをﾎﾟｲｽが統治(~1023年)
1018年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞにｽﾄﾗｽｸﾗｲﾄﾞを併合
1018年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾏﾙｶﾑ2世はｱﾝｸﾞﾙ人を平定/このころよりｽｺｳｼｱ王国と呼ばれるようになる
1018年1月20日-09:00|日本|  ||寛仁2年|藤原公任撰の歌集『和漢朗詠集』が完成
1018年1月20日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･順天9年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｳﾞｨｸﾗﾝﾀｳﾞｧﾙﾏﾝ4世(~1030年)
1018年2月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ｲﾜﾝ･ｳﾗｼﾞｽﾗﾌ｣ﾊﾞｼﾚｲｵｽ二世(ﾋﾞｻﾞﾝﾂ)がｵﾌﾘﾀﾞ入城､ﾌﾞﾙｶﾞ
  ﾘｱ王国を崩壊させ全ﾊﾞﾙｶﾝ半島が再びﾋﾞｻﾞﾝﾂ領となる(~1185年)
1018年2月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国皇帝｢ﾌﾟﾚｼｱﾝ2世｣(~同年､ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国の一部となる~1185年)
1018年2月-01:00|北ﾏｹﾄﾞﾆｱ/ﾄﾙｺ/ｺｿﾎﾞ|  |||ﾏｹﾄﾞﾆｱ､ｺｿﾎﾞはﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国に再編入(~1203年)
1018年2月11日-09:00|日本|  ||寛仁2年1月23日|<任命>鎮守府将軍｢平永盛｣(~不詳)
1018年2月19日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･天禧2年2月|高麗､地方行政機構を改定･整備する
1018年3月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第6代ｶﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗﾌﾏｰﾝ4世｣
1018年3月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾑﾃﾞｨｯﾄﾞ朝ｺﾙﾄﾞﾊﾞ･ｶﾘﾌ｢Ali ibn Hammud al-Nasir｣
1018年3月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾑﾃﾞｨｯﾄﾞ朝ｺﾙﾄﾞﾊﾞ･ｶﾘﾌ｢Al-Qasim ibn Hammud al-Ma'mu｣(~1021年)
1018年5月29日-09:00|日本|京都府京都市|寛仁2年閏4月12日|円教寺焼失
1018年6月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣
1018年6月23日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｵｰｽﾄﾘｱ辺境伯｢ｱｰﾀﾞﾙﾍﾞﾙﾄ｣(~10550526死去/70歳)
1018年6月29日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾊﾞﾙﾃﾞﾘｯｸ2世｣
1018年6月29日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｳｫﾙﾎﾞﾄﾞ｣(~10210410死去)
1018年8月2日-09:00|日本|  ||寛仁2年6月18日|戌亥角に彗星出現｡七星の上第四星の下二當二座に長さ1丈ばか
  り
1018年12月7日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高麗･天禧2年;契丹･開泰7年10月27日|契丹は10万の軍勢で再び高麗
  に侵攻/高麗側は20万の兵力を動員して姜邯賛を中心に契丹軍と戦った
1019年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｸﾃﾞｨﾘ王国国王｢ｱｲﾙﾗﾝｶﾞ｣(~1049年)
1019年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Sanghyang Ageng｣(~1030年)
1019年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾒﾀﾞﾝ王国(～1042)ﾀﾞﾙﾏｳﾞｧﾝｼｬの女婿ｴﾙﾗﾝｶﾞが国を復興し､ﾊﾞﾘ島を含む東ｼﾞｬﾜ一帯
  を統一
1019年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾞｽﾞﾆ朝ﾏﾌﾑｰﾄﾞのｶﾅｳｼﾞ占領､ﾌﾟﾗﾃｨﾊｰﾗ朝崩壊
1019年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ﾗﾜﾃﾞｨｯﾄﾞ朝君主｢Vahsudan｣(~1054年)
1019年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾄｩｰﾛﾌ公｢ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｸ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣
1019年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｷｴﾌ大公｢ｽｳﾞｬﾄﾎﾟﾙｸ1世｣
1019年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢ﾔﾛｽﾗﾌ1世賢公｣(2期目~1024年)
1019年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾇﾏｲﾄﾞ朝｢Shabib ibn Waththab｣(~1040年)
1019年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ2世｣
1019年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ伯｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ1世｣ｷﾞﾖｰﾑ2世の子(~1063年)
1019年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ2世｣(~1026年死去)
1019年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢al-Akhal｣(~1037年)
1019年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Habbus al-Muzaffar｣(~1038年)
1019年1月24日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高麗･天禧2年;契丹･開泰7年12月16日|契丹､高麗軍に大敗
1019年1月25日-09:00|日本|  ||寛仁2年12月17日|<死去>敦康親王､皇族(生年999年)
1019年2月21日-09:00|日本|京都府京都市|寛仁3年1月14日|藤原頼宗の四条宅焼亡
1019年3月10日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高麗･天禧3年;契丹･開泰8年2月|契丹-高麗亀州大戦､高麗が契丹軍
  を撃退
1019年4月25日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||契丹･開泰8年3月18日|契丹､軍を還す
1019年5月4日-08:00|中国/日本|長崎県|寛仁3年3月27日|対馬･壱岐に刀伊(女真族)が来襲し､隠岐守の藤原理忠
  が殺害され､島民多数が殺される
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1019年5月22日-08:00|中国/日本|福岡県福岡市|寛仁3年4月15日|刀伊(女真族)が博多への上陸を目指して来襲
1019年5月23日-08:00|中国/日本|福岡県福岡市|寛仁3年4月16日|刀伊(女真族)が博多警固所を襲撃/太宰権帥藤
  原隆家の率いる兵は勇戦奮闘し撃退
1019年5月26日-08:00|中国/日本|福岡県福岡市|寛仁3年4月19日|刀伊(女真族)が再び早良･志摩両郡を襲ったが
  土着の武士に撃退された
1019年6月4日-09:00|日本|  ||寛仁3年4月28日|<死去>安倍吉昌､平安時代の陰陽師､陰陽家(生年955年)
1019年9月7日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||契丹･開泰8年;高麗･天禧3年8月6日|契丹､高麗を攻める
1019年9月19日-09:00|日本|京都府京都市|寛仁3年8月18日|白河院焼亡
1019年10月6日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ｣
1020年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Ali Tigin Bughra Khan｣(~1034年死去)
1020年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ﾎｳﾞﾊﾝﾈｽ･ｽﾑﾊﾞﾄ3世｣(~1040年)
1020年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑｱﾔﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾌｾｲﾝ｣
1020年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞ･ﾀﾘﾌﾞ･ﾔｰﾔ｣ｱﾙﾑｱﾔﾄﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾌｾｲﾝの兄弟(~1033年死去)
1020年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ王｢ｺﾞｲｽﾗﾌ｣
1020年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯･ﾄﾛｱ･ﾓｰ伯｢ｴﾃｨｴﾝﾇ1世｣
1020年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞｻﾙ伯｢Bernard1世｣
1020年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞｻﾙ伯｢William1世｣(~1052年)
1020年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾌｰｶﾞ2世｣(~1035年)
1020年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾚﾄﾞ･ﾀｲﾌｧ｢'Abd ar-Rahman｣(~1028年)
1020年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾉﾙﾏﾝ人､南ｲﾀﾘｱに侵入
1020年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｪｾｯｸｽ伯･ｹﾝﾄ伯｢ｺﾞﾄﾞｳｨﾝ｣(~10530415死去)
1020年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ統治者｢Leifr Eiriksson｣
1020年 02:00|ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ/ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ統治者｢Thorgils Leifsson｣
1020年1月19日-09:00|日本|  ||寛仁3年12月22日|<就任>関白｢藤原頼通｣(~治暦3年12月5日)
1020年3月24日-09:00|日本|京都府京都市東山区|寛仁4年2月27日|藤原道長が無量寿院(法成寺阿弥陀堂)を建立
  し､仏師康尚･定朝作9体の丈六阿弥陀如来像を安置
1020年6月14日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||契丹･開泰9年;高麗･天禧4年5月20日|契丹と高麗､講和なる
1020年7月26日-09:00|日本|  ||寛仁4年7月4日|<死去>道命(生年974年/僧､歌人)
1020年10月20日-09:00|日本|京都府京都市|寛仁4年10月2日|藤原頼道の上東門第焼亡
1020年11月12日-08:00|中国/ｲﾗｸ|  ||契丹･開泰9年10月25日|大食､契丹に使を遣わし象および方物を進め､王子
  のために婚を請う
1021年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｮｰﾗ朝ﾗｰｼﾞｪｰﾝﾄﾞﾗ1世ががﾁｬｰﾙｷｱ朝ｼﾞｬﾔｼﾝﾊ2世を撃破
1021年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾊﾏﾀﾞｰﾝ政権)ｱﾐｰﾙ｢ｼｬﾑｽ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
1021年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾊﾏﾀﾞｰﾝ政権)ｱﾐｰﾙ｢ｻﾏｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣(~1023年)
1021年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｱｼｮｯﾄ4世｣共同統治(~1039年)
1021年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾌﾞﾘｬﾁｪｽﾗﾌはﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞを攻撃してこれを占拠/ﾔﾛｽﾗﾌはﾎﾟﾛﾂｸの手前でﾌﾞﾘｬﾁｪｽﾗﾌ軍に勝利
1021年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾑｼｬﾘﾌ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣ﾊﾞﾊｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(~1025.5
  死去)
1021年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<退位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｽﾙﾀﾝ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
1021年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾑﾃﾞｨｯﾄﾞ朝ｺﾙﾄﾞﾊﾞ･ｶﾘﾌ｢Yahya ibn Ali ibn Hammud al-Mu'tali｣(~1023年)
1021年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾚﾝｼｱ･ﾀｲﾌｧ｢'Abd al-'Aziz｣(~1061年)
1021年2月13日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第6代ｶﾘﾌ｢ｱﾙ=ﾊｷﾑ･ﾋﾞ=ｱﾐｰﾙ･ｱﾗｰ｣ｶｲﾛの東方ﾓｶｯﾀﾑの丘
  で行方不明
1021年2月13日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第7代ｶﾘﾌ｢ｱｽﾞ=ｻﾞｰﾋﾙ｣(~10360613死去)
1021年2月13日-09:00|日本|鹿児島県|寛仁4年閏12月29日|南蛮の賊徒が薩摩国に来て人民を虜掠
1021年3月17日-09:00|日本|  ||治安1年2月2日|寛仁から治安に改元
1021年4月10日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｳｫﾙﾎﾞﾄﾞ｣
1021年4月10日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾃﾞｭﾗﾝﾄﾞｩｽ｣(~10250123死去)
1021年4月15日-08:00|中国/ｲﾗｸ|  ||契丹･開泰10年3月|大食､ふたたび使を遣わし､婚を請う/契丹､宗室の女を
  公主として嫁がせる
1021年5月19日-09:00|日本|京都府京都市|治安1年4月5日|小一条院の高松第焼亡
1021年8月11日-09:00|日本|  ||治安1年7月1日|日蝕
1021年12月18日-08:00|中国|  ||契丹･太平1年11月12日|契丹の聖宗が太平(-1030年)と改元
1021年12月24日-09:00|日本|京都府京都市|治安1年11月18日|藤原斉信第焼亡
1022年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｮｰﾗ朝がｵﾘｯｻとﾍﾞﾝｶﾞﾙへ遠征
1022年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾑｽﾁｽﾗﾌは北ｶﾌｶｰｽに攻め入ってｶｿｷﾞ人を攻撃し勝利してｶｿｷﾞの地に貢税を押しつけるこ
  とに成功
1022年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｵｰﾛﾌ･ｽﾄｯｺﾇﾝ｣
1022年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ伯｢ｳｰﾄﾞ3世｣兼ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯･ﾓｰ伯｢ｳｰﾄﾞ1世｣ｴﾃｨｴﾝﾇ1世の再従兄弟(~10371115
  死去)ﾌﾞﾛﾜ伯
1022年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｽ伯｢Adalbert2世｣(~1033年)
1022年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ5世｣｢ﾖﾊﾝ｣(~1026年)
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1022年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｱｰﾇﾝﾄﾞ･ﾔｰｺﾌﾞ｣(~1050年死去)
1022年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾎｽ･ﾀｲﾌｧ｢'Abd al-Aziz ibn Sabur al-Saqlabi｣｢'Abd al-Malik ibn Sabu
  r al-Saqlabi｣⇒｢Abdallah ibn Muhammad ibn Maslamah ibn al-Aftas｣(~1044年)
1022年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾘｽﾎﾞﾝ･ﾀｲﾌｧ｢Abd al-Aziz ibn Sabur｣(~1030年)
1022年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ﾒｽ伯｢Gerhard3世｣(~1024年死去)
1022年1月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣
1022年1月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢Herman｣(~1024年退位~1029年死去)
1022年1月30日-09:00|日本|  ||治安1年12月26日|平為幹は前年7月の罪を許される
1022年2月4日-08:00|中国|  ||大理･明啓13年|<死去>前大理第7代皇帝｢宣粛帝(段素廉)｣
1022年2月4日-08:00|中国|  ||大理･明啓13年|<即位>前大理第8代皇帝｢秉義帝(段素隆)｣(~1026年譲位)
1022年2月4日-08:00|中国|  ||宋･乾興1年|宋の真宗趙恒が乾興(1022年)と改元
1022年3月4日-09:00|日本|  ||治安2年1月29日|<任命>鎮守府将軍｢藤原頼行｣(~不詳)
1022年3月23日-08:00|中国|  ||宋･乾興1年2月19日|<死去>北宋第3代皇帝｢真宗｣[968年12月02日生～](享年53)
1022年3月23日-08:00|中国|  ||宋･乾興1年2月19日|<即位>北宋第4代皇帝｢仁宗｣(~嘉祐8年3月29日(1063年4月3
  0日)死去)
1022年5月4日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･太平2年4月|高麗､契丹年号(大平2年)に復す
1022年8月14日-09:00|日本|京都府京都市東山区|治安2年7月14日|道長が法成寺(無量寿院から改める)金堂の落
  慶法要を挙行
1022年9月2日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾓｰﾙ･ｾｼｭﾘﾝ･ﾓｰﾙ･ﾏｯｸ･ﾄﾞﾑﾈｲﾙ｣
1022年12月2日-09:00|日本|滋賀県大津市|治安2年11月2日|崇福寺焼失
1023年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲｽﾌｧﾊｰﾝのｶｰｸﾜｲ朝がﾊﾏﾀﾞｰﾝを占領
1023年-03:00|ﾀﾝｻﾞﾆｱ|  |||<即位>ｷﾙﾜ･ｽﾙﾀﾝ｢Ali ibn Dawud1世｣(~1083年)
1023年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝのﾗｸﾞｰｻﾞ総督｢ﾗﾝﾋﾟﾃﾞｨｵ｣(~1036年)
1023年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｺﾞﾃﾞﾛﾝ1世｣(1033年兼上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公~1044年)
1023年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第7代ｶﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗﾌﾏｰﾝ5世｣(~1024年死去)
1023年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾓﾅ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad｣(~1042年)
1023年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾆｴﾌﾞﾗ･ﾀｲﾌｧ｢Abu'l-Abbas Ahmad｣(~1041年)
1023年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢ｳｰﾄﾞ2世｣
1023年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<復位>ﾊﾑﾃﾞｨｯﾄﾞ朝ｺﾙﾄﾞﾊﾞ･ｶﾘﾌ｢Al-Qasim ibn Hammud al-Ma'mu｣(~1023年)
1023年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||ｳﾞｫﾙﾑｽでﾌﾞﾙﾋｬﾙﾄの荘園法(ﾌｧﾐﾘｱ法)が成立
1023年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾎﾟｲｽ王｢ﾙｳｪﾘﾝ･ｱﾌﾟ･ｻｲｼﾙ｣
1023年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>Ternyllwg王｢Cynan ap Seisyll｣(~1027年)
1023年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ｲｱｺﾞ･ｱﾌﾟ･ｲﾄﾞﾜﾙ｣(~1039年死去)
1023年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟｲｽをﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽが統治(~1033年)
1023年1月25日-08:00|中国|  ||北宋の天聖1年|宋が紙幣の発行を官営化
1023年1月25日-08:00|中国|  ||宋･天聖1年|宋の仁宗趙禎が天聖(-1032年)と改元
1023年1月25日-08:00|中国|  ||大理･明通1年|大理国の段素隆が明通(-1026年)と改元
1023年8月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｺﾙﾄﾞﾊﾞとｾﾋﾞﾘｬで市民が反乱し､ﾍﾞﾙﾂﾍﾞﾙ人を追放
1023年8月19日-09:00|日本|  ||治安3年8月|<任命>鎮守府将軍｢源頼信｣(~不詳)
1023年9月29日-09:00|日本|  ||治安3年9月12日|<死去>当子内親王(生年1001年/皇族､伊勢斎宮)
1023年11月27日-09:00|日本|  ||治安3年10月12日|<死去>源経房(生年969年/公卿､歌人)
1023年12月-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾞｽﾞﾅ朝ﾏﾌﾑｰﾄﾞがｲﾝﾄﾞのｿｰﾑﾅｰﾄ寺院を攻略
1024年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌﾟﾗﾃｨｰﾊｰﾗ朝国王｢ﾔｼｬﾊﾟｰﾗ｣(~1036年)
1024年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｶﾞｽﾞﾆ朝ﾏﾌﾑｰﾄﾞ､ｿﾑﾅｰﾄ寺院を攻略(～1026)
1024年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Muhammad Toghan Khan｣(~1026年)
1024年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾁｪﾙﾆｺﾞﾌ北方のﾘｽﾄﾍﾞﾝで戦闘/ｾｰｳﾞｪﾙがﾔﾛｽﾗﾌ､ﾔｸﾝのｳﾞｧﾘｬｰｸﾞ軍団らに勝利/ﾔﾛｽﾗﾌはｷｴﾌ
  を家臣に委ねてﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞへ去り､ﾔｸﾝはﾊﾞﾙﾄ海の向こうに帰った
1024年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｷｴﾌ大公｢Mstislav Vladimirovich1世 "Khrabryy"｣(~同年)⇒｢ﾔﾛｽﾗﾌ1世賢
  公｣(3期目~10540220死去)
1024年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾛｼｱ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞｰﾐﾛｳﾞｨﾁ｣(~1035年死去)
1024年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第7代ｶﾘﾌ｢ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱｯﾗﾌﾏｰﾝ5世｣
1024年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪｸｻﾝ伯｢Drogo｣(~1035年)
1024年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢Louis｣(~10250929殺される)
1024年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第8代ｶﾘﾌ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世｣(~1025年毒殺される)
1024年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<退位>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢Herman｣(~1029年死去)
1024年2月5日-09:00|日本|京都府京都市|治安3年12月23日|群盗､藤原資業の京宅焼く
1024年2月13日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･太平4年|高麗･開城の五部坊里(王都の区画の制度)を改定
1024年3月29日-09:00|日本|京都府京都市|治安4年2月17日|京都大火/土御門南､近衛北､西洞院東辺焼亡
1024年4月9日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第143代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ8世｣
1024年4月11日-09:00|日本|京都府京都市|治安4年3月1日|京都大火/二条堀河東北100余家焼亡
1024年5月2日-09:00|日本|京都府京都市|治安4年3月22日|法成寺僧坊60余間焼亡
1024年5月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第144代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ19世｣(~10321009)
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1024年6月24日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱの修道士ｸﾞｲｰﾄﾞ･ﾀﾞﾚｯﾂｫがﾄﾞﾚﾐ音階発見
1024年7月13日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世聖王(ｴﾝﾘｰｺ2世)
  ｣51歳(誕生:09730506)子を持たずに病没し､ｻﾞｸｾﾝ王家は断絶
1024年8月19日-09:00|日本|  ||万寿1年7月13日|治安から万寿に改元
1024年9月8日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣ｵｯﾄｰ1世の玄孫(⇒10260323､兼ｲﾀﾘｱ王)
1024年12月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾌｧｰﾙｽ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｽﾙﾀﾝ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
1024年12月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾌｧｰﾙｽ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ｶｰﾘｼﾞｬｰﾙ｣ｽﾙﾀﾝ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(~1048.10死去)
1024年12月26日-09:00|日本|滋賀県大津市|万寿1年11月23日|近江国の勢多橋焼失
1025年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ﾀｲ|  |||ｸﾒｰﾙ王国が西方のﾀｲ方面へ領土を拡大
1025年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾏﾚｰｼｱ|  |||南ｲﾝﾄﾞのﾁｮｰﾗ朝はｼｭﾘｰｳﾞｨｼﾞｬﾔ本国(つまりﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝ)を襲って国王を捕
  らえ､財宝を掠奪し､各地を攻撃/ﾊﾟﾚﾝﾊﾞﾝとｹﾀﾞｰはほぼ壊滅
1025年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｧﾛｱ伯｢ﾗﾙﾌ4世｣(~1074年死去)
1025年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ｺｻｲ･ﾀﾞﾘﾔ｣(~1044年)
1025年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<廃位>後ｳﾏｲﾔ朝第8代ｶﾘﾌ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ3世｣逃亡中に家臣によって毒殺される
1025年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<復位>後ｳﾏｲﾔ朝ｶﾘﾌ｢Yahya ibn Ali ibn Hammud al-Mu'tali｣(~1026年)
1025年-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾄﾞｲﾂ王ｺﾝﾗｰﾄ2世がｼｭﾚｽｳﾞｨﾋ辺境領をｸﾇｰﾄ王に譲渡
1025年1月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･太平4年12月|高麗･州県選挙の法を定める
1025年1月18日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞ･ｱﾘ･ｻｰﾘﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ﾐﾙﾀﾞｰｽ｣ｱﾚｯﾎﾟを攻略し建国(~102
  90512死去)
1025年1月23日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾃﾞｭﾗﾝﾄﾞｩｽ｣
1025年1月23日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾚｼﾞﾅｰﾙ｣(~10371205死去)
1025年2月25日-09:00|日本|京都府京都市|万寿2年1月25日|四条宮焼亡
1025年4月18日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<公称>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世ﾌﾛﾌﾞﾙｨ｣⇒ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王(~10250617死去)
1025年4月25日-09:00|日本|  ||万寿2年3月25日|<死去>藤原せい子(生年972年､三条天皇の皇后)
1025年5月-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾑｼｬﾘﾌ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
1025年6月17日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世ﾌﾛﾌﾞﾙｨ｣
1025年7月6日-09:00|日本|京都府京都市|万寿2年6月9日|菅原院東野焼亡
1025年8月5日-09:00|日本|  ||万寿2年7月9日|<死去>藤原寛子､敦明親王の妃(生年999年)
1025年9月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾕｰｸﾞ2世｣
1025年9月26日-03:00|ｲﾗｸ/韓国/朝鮮|  ||高麗･太平5年9月2日|高麗に大食国(ｱﾗﾌﾞ)人､100人来たり土産をもた
  らす
1025年9月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯･ｼﾆｰ伯｢Louis1世｣殺される
1025年9月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾀﾞﾝ伯｢Godfrey3世｣(~1069年死去)
1025年9月29日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ｼﾆｰ伯｢Louis2世｣(~1066年)
1025年12月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾊﾞｼﾚｲｵｽ2世ﾌﾞﾙｶﾞﾛｸﾄﾉｽ(ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ人殺し)｣
1025年12月25日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ8世｣ﾛﾏﾉｽ2世とﾃｵﾌｧﾉの次男/長く
  共同皇帝の座にあったが､兄が子供を残さずに死去したため正帝に即位(~10281115死去)
1025年12月25日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ﾐｪｼｭｺ2世ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ｣ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世の息子(~1031年亡命)
1026年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎｲｻﾗ朝国王｢ﾇﾘﾊﾟ･ｶｰﾏ｣(~1047年)
1026年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Yusuf Qadir Khan｣(~1032年)
1026年-05:00|ﾊﾟｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｽﾑﾗ朝君主｢Soomar｣(~1030年)
1026年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ5世｣
1026年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第28代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ﾁｪﾝﾄﾗﾆｺ｣(~1030年)
1026年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>後ｳﾏｲﾔ朝第9代ｶﾘﾌ｢ﾋｼｬｰﾑ3世｣(~1031年)
1026年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ6世黒王｣ﾛｰﾏ皇帝ｺﾝﾗｰﾄ2世の息子(1039年ﾛｰﾏ皇帝ﾊｲﾝﾘ
  ﾋ3世~1042年)
1026年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾗｶﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Yahya1世al-Mu'tali｣(~1035年)
1026年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ4世｣(2期目~1038年)
1026年1月22日-08:00|中国|  ||大理･明通4年|<譲位>前大理第8代皇帝｢秉義帝(段素隆)｣
1026年1月22日-08:00|中国|  ||大理･明通4年|<即位>前大理第9代皇帝｢聖徳帝(段素真)｣(~1041年譲位)
1026年2月27日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣
1026年2月27日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ2世｣ﾊﾞｲｴﾙﾝ王ﾊｲﾝﾘﾋ6世(~10471014没)
1026年2月27日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<就任>ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣ﾊｲﾝﾘﾋ1世の甥(~10471016死去)
1026年3月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｲﾀﾘｱ王｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣ﾄﾞｲﾂ王(⇒10270326､ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝)
1026年4月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公･ﾊﾞﾙ伯｢ﾃｨｴﾘｰ1世｣
1026年4月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公･ﾊﾞﾙ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ2世｣⇒｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ3世｣(~1033年死去)
1026年6月10日-09:00|日本|島根県|万寿3年5月23日|<万寿地震>石見国(島根県益田市)の日本海沖で巨大な地震
  津波が発生し､沿岸の各村落に襲来して未曾有の被害をもたらした(M7.5～7.8)､死者1,000人以上と推定
1026年8月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ﾘｼｬｰﾙ2世善良公｣
1026年8月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ﾘｼｬｰﾙ3世｣(~10270806死去)
1026年9月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ｵｯﾄ=ｷﾞﾖｰﾑ｣
1026年9月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ伯｢ﾙﾉｰ1世｣ｵｯﾄ=ｷﾞﾖｰﾑの息子(~10570903死去)
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1027年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ｱﾖｰﾃｨﾔｰ王国第12代国王｢ｻｰｲﾅﾑﾌﾟﾝ王｣(~1056年)
1027年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ﾅﾔﾊﾟｰﾗ｣(~1043年)
1027年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｶﾞｽﾞﾅ朝ﾏﾌﾑｰﾄﾞが中央ｱｼﾞｱに進出しｾﾙｼﾞｭｰｸ勢を破る
1027年-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｼﾞｬﾗｰﾙ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣ﾊﾞﾊｰ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(~1044.
  3死去)
1027年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑｲﾄﾞ･ﾘﾃﾞｨﾝ･ｲﾗｰ｣(~1030年死去)
1027年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻﾚﾙﾉ公｢ｶﾞｲﾏｰﾙ3世｣
1027年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾄｽｶｰﾅ辺境伯｢ﾎﾞﾆﾌｧｰﾁｮ4世｣(~10520506暗殺される)
1027年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻﾚﾙﾉ公｢ｶﾞｲﾏｰﾙ4世｣(~10520602死去)
1027年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｼﾙﾍﾞｽ･ﾀｲﾌｧ｢'Isa1世｣(~1040年)
1027年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄﾚﾝﾄ司教公｢Ulrich2世｣(~1055年)
1027年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>Ternyllwg王｢Gruffydd ap Llywelyn｣(~10630805死去)
1027年1月28日-09:00|日本|  ||万寿3年12月18日|<死去>安倍吉平(生年954年､陰陽師)
1027年2月10日-08:00|中国|  ||大理･正治1年|大理国の段素真が正治(-1041年)と改元
1027年2月12日-09:00|日本|京都府京都市|万寿4年1月3日|<京都万寿4年の大火>中御門大路の富小路から出火し
  て千余家を焼亡/法興院や安養院も焼けた
1027年3月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣ｲﾀﾘｱ王(⇒10330202､兼ﾌ
  ﾞﾙｸﾞﾝﾄ王)
1027年7月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾊﾞｽﾗのｱｯﾀﾞｳﾗがﾄﾙｺ軍人の要求で再度大ｱﾐｰﾙに就く
1027年8月5日-08:00|中国|  ||契丹･太平7年7月1日|契丹､法令を更定
1027年8月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ﾘｼｬｰﾙ3世｣
1027年8月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ﾛﾍﾞｰﾙ1世(ﾛﾍﾞｰﾙ2世)華麗公･悪魔公｣(~10350703死去)
1027年8月16日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ｼﾞｮｰｼﾞ1世｣
1027年8月16日-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾞﾙｼﾞｱ国王｢ﾊﾞｸﾞﾗﾄ4世｣(~10721124死去)
1027年10月16日-09:00|日本|  ||万寿4年9月14日|<死去>藤原妍子(生年994年､三条天皇中宮)
1027年11月-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Yazid3世｣
1027年11月-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Manuchehr1世｣前王の息子(~1034年死去)
1028年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｮｰﾗ朝ﾗｰｼﾞｪﾝﾄﾞｰﾗ1世がﾁｮｰﾗﾌﾞﾗﾑに大寺院を建立
1028年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾊﾝﾏｰﾄﾞ｣
1028年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢Renaud1世｣(~10400529)
1028年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢Manso2世｣(~1029年)摂政｢ﾏﾘｱ｣母(~1029年)
1028年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾘｱ･ﾀｲﾌｧ｢Zuhayr｣
1028年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾚﾄﾞ･ﾀｲﾌｧ｢'Abd al-Malik｣⇒｢Abu Bakr Ya'is ibn Muhammad｣(~1031年)
1028年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾝﾏｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾙ=ｶｲﾄﾞ｣(~1054年死去)
1028年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<廃位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｾﾙｷﾞｳｽ2世｣
1028年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ﾇﾉ･ｱﾙｳﾞｨﾃｽ｣
1028年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｩｶｰﾚ伯｢ﾒﾝﾄﾞ･ﾇﾈｽ｣(~1052年死去)
1028年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｵﾙﾀﾞﾆｰ島はﾓﾝｻﾝﾐｯｼｪﾙ修道院の所有(1028年･1034年にﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公から修道
  院に授与~1057年)
1028年 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｪｿｰ島がﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰのﾛﾍﾞｰﾙ公爵からﾚｽﾄﾗﾝﾄｳﾙﾄﾞ提督に贈られました
1028年1月3日-09:00|日本|  ||万寿4年12月4日|<死去>藤原行成(生年972年/公家､三蹟の一人)
1028年1月3日-09:00|日本|  ||万寿4年12月4日|<死去>藤原道長(生年966年/公卿､摂政･関白･太政大臣)
1028年1月30日-08:00|中国|  |||ﾀﾝｸﾞｰﾄがｳｲｸﾞﾙを討滅
1028年3月29日-09:00|日本|  ||万寿5年3月1日|日蝕あり
1028年3月31日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天成1年3月3日|<死去>李朝大瞿越初代皇帝｢太祖李公蘊｣
1028年4月1日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天成1年3月4日|<即位>李朝大瞿越第2代皇帝｢太宗李仏瑪｣(~10541103死去
  )天成と改元(-1034)
1028年4月14日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣ｺﾝﾗｰﾄ2世の息子(⇒10390604､ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ
  王)
1028年6月29日-09:00|日本|千葉県南房総市|万寿5年6月5日|東国で平忠常が安房の国府を襲い､国守･源惟忠を
  殺害(平忠常の乱)
1028年7月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王｢ｱﾙﾌｫﾝｿ5世｣
1028年7月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ国王｢ﾍﾞﾙﾑｰﾄﾞ3世｣(~10370904死去)
1028年8月18日-09:00|日本|  ||長元1年7月25日|万寿から長元に改元
1028年9月23日 05:00|日本|京都府|長元1年9月3日|<長元元年近畿暴風雨>未の刻(14時ごろ)から申の刻(16時ご
  ろ)にかけて大風が吹き,京市中の家屋が多数倒潰/富小路以東の鴨川沿いの地域は氾濫による洪水で一面海と
  なり,多くの人家が沈み,上東門院や法成寺も浸水
1028年10月5日 05:00|日本|京都府京都市|長元1年9月15日|閑院焼亡
1028年11月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰｺﾝ･ｴｲﾘｸｿﾝ総督｣(~1029年10月没)
1028年11月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<退位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｵｰﾗｳﾞ2世ﾊﾗﾙﾄﾞｿﾝ肥満王｣(~10300729死去)
1028年11月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾉﾙｳｪｰはﾃﾞﾝﾏｰｸの支配下(~1035年)
1028年11月10日 05:00|日本|京都府京都市|長元1年10月21日|待賢門北､京極以西焼亡
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1028年11月12日 05:00|日本|京都府京都市|長元1年10月23日|鴨院焼亡
1028年11月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ8世｣
1028年11月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾛﾏﾉｽ3世ｱﾙｷﾞｭﾛｽ｣名門文官貴族の元老院議員
  ･首都長官.ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ8世の次女のｿﾞｴの婿/ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ8世の死後､皇帝に即位(~10340411死去)
1028年11月27日-09:00|日本|京都府京都市|長元1年11月9日|枇杷殿焼失
1029年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾗｲ政権)ｱﾐｰﾙ｢ﾏｼﾞｭﾄﾞ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
1029年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾅｽﾘﾄﾞ朝ﾏﾘｸ｢Tadj al-Din1世Abu l-Fadl Nasr｣(~1073年)
1029年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第6代国王ｱﾇｰｼｰﾙﾜｰﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾏﾇｰﾁﾌﾙ(~1043年/1049年)
1029年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢ｶﾞﾙｼｱ･ｻﾝﾁｪｽ｣暗殺される
1029年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｴｽﾃ辺境伯｢ｱﾙﾍﾞﾙﾄ･ｱｯﾂｫ2世｣(~10970820死去)
1029年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｶｽﾃｨｰﾘｬ伯｢Ferdinand Sanchez｣(~10651224死去)
1029年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｽ･ﾊﾟﾗﾃｨﾝ伯｢Godefroy｣(~1056年死去)
1029年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾕｰﾘﾋ伯｢ｹﾞﾙﾊﾙﾄ2世｣(~1081年)
1029年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｼﾞｮﾝ2世｣(~1034年)
1029年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾓﾗｳﾞｨｱ公｢ﾌﾞﾚﾁｽﾗﾌ1世｣(~1034年5月)
1029年1月18日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･太平9年|高麗の開城の羅城が21年を要して完成
1029年1月18日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天成2年|大越･ﾀﾞｳﾅｲ運河を掘削
1029年5月12日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞ･ｱﾘ･ｻｰﾘﾌ･ｲﾌﾞﾝ･ﾐﾙﾀﾞｰｽ｣
1029年5月12日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Shibl al-Dawla｣(~10380522死去)
1029年8月14日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ｷﾞｾﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世｣
1029年9月13日-08:00|中国|  ||興遼･天慶1年8月3日|<即位>興遼王｢大延琳(天慶)｣東京(遼陽)で自立(~1030年
  遼に鎮圧され滅亡)､年号を天慶(1029-1030)とする
1029年10月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰｺﾝ･ｴｲﾘｸｿﾝ総督｣
1029年10月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王代行｢ﾄﾛﾝﾊｲﾑ司教ｼｸﾞﾙﾄﾞ｣(~1030年9月)
1029年10月24日-09:00|日本|京都府京都市|長元2年9月15日|子代小路六角小路焼亡
1029年10月30日-09:00|日本|京都府船井郡京丹波町|長元2年9月21日|<創建>九手神社(京丹波町)
1030年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Prabu Detya Maharaja Sri Jayabupati｣(~1042年)
1030年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||安南･順天9年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ｼﾝﾊｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~1044年)
1030年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶｰｶﾃｨｰﾔ朝国王｢ﾌﾟﾛｰﾗ1世｣(~1075年)
1030年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃､ﾁｮｰﾗ朝ﾗｰｼﾞｪﾝﾄﾞﾗ1世､ｶﾞﾝｶﾞｲｺﾝﾀﾞ･ﾁｮｰﾗﾌﾞﾗﾑに大寺院を建立
1030年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾋﾞｰﾙｰﾆｰの｢ｲﾝﾄﾞの書｣が成る
1030年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾔﾛｽﾗﾌはまず西ﾌﾞｸﾞ川上流にあるﾍﾞﾙｽﾞの街を占領し､次いでﾊﾞﾙﾄ地方に兵を進めてﾕｰﾘｴ
  ﾌ(現･ﾀﾙﾄｩ､ｴｽﾄﾆｱの都市)を建設
1030年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑｲﾄﾞ･ﾘﾃﾞｨﾝ･ｲﾗｰ｣
1030年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ｸﾘﾐｱはｸﾏﾝ･ｷﾌﾟﾁｬｸが支配(~1239年)
1030年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ王｢ｸﾚｼﾐﾙ3世｣
1030年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱｳﾞｪﾙｻ伯｢Rainulf1世｣(~1045.6死去)
1030年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾋﾞｺﾞｰﾙ伯｢Gersenda｣(~1038年)､｢Bernard1世｣(~1034年)
1030年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾌﾟｴﾝﾃ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad1世Yumn ad-Dawla｣(~1042年)
1030年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ｸﾛｱﾁｱ王｢ｽﾃｨｴﾊﾟﾝ1世｣ｸﾗｲﾐｰﾙ3世の息子(~1058年死去)
1030年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾘｽﾎﾞﾝ･ﾀｲﾌｧ｢Abd al-Malik ibn Sabur｣(~1034年)
1030年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾒﾘﾘｬの王国(ﾀｲﾌｧ)がｺﾙﾄﾞﾊﾞから独立(~1080年)
1030年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝはｳﾝﾀｰﾗﾃｨｴﾝ(ﾌｫｱｱｰﾙﾍﾞﾙｸ州)の一部(~12601108)
1030年1月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｷﾞﾖｰﾑ5世｣兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞｮｰﾑ3世｣
1030年1月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｷﾞﾖｰﾑ6世｣兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞｮｰﾑ4世｣(~1038.3死去)
1030年3月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱがﾄﾞﾙﾊﾟｯﾄ(ﾀﾙﾄｩ)を占領(~1061年)
1030年4月13日-09:00|日本|京都府京都市|長元3年3月8日|上東門院彰子御所三条宮焼失
1030年4月30日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1031年)
1030年5月5日-09:00|日本|京都府京都市|長元3年4月|源済政宅焼亡
1030年8月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｴﾙﾝｽﾄ2世｣
1030年8月17日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾍﾙﾏﾝ4世｣(~1038.7死去)
1030年9月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ摂政｢ｱｴﾙﾌｷﾞﾌ｣(~1035年)
1030年9月-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ｸﾇｰｽﾞ大王｣ﾃﾞﾝﾏｰｸ王ｶﾇｰﾄ2世(~10351112没)､｢ｽｳﾞｪｲﾝ･ｸﾇｰﾂ
  ｿﾝ｣(~1035年)
1030年9月25日-08:00|中国|  ||契丹･太平10年;興遼･天慶2年8月25日|<廃位>興遼王｢大延琳(天慶)｣東京遼陽府
  が遼軍に制圧され虜囚となる/興遼滅亡
1030年11月19日-09:00|日本|埼玉県川越市|長元3年10月21日|源頼信､軍勢を引率いて武蔵国河越で､忠常の弟陸
  奥守忠頼･中村五郎忠将と戦う/忠頼兄弟､利なくして退く
1030年11月27日-09:00|日本|京都府京都市上京区|長元3年10月29日|藤原頼通が法成寺の五重塔を供養
1031年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱｰﾌﾞｰ山のｼﾞｬｲﾅ教ｳﾞｨﾏﾗ寺院が建立
1031年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||ｶﾞｽﾞﾆ朝ﾏﾌﾑｰﾄﾞ､ﾊﾟﾝｼﾞｬｰﾌﾞを領土とする
1031年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾏｽｳｰﾄﾞ1世｣(~10400117死去)
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1031年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱﾙ･ﾌｧﾄﾞﾙ1世･ﾋﾞﾝ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1031年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱﾌﾞ･ﾙ･ﾌｧﾄ･ﾑｻ｣(~1034年殺される)
1031年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾔﾛｽﾗﾌは弟ﾑｽﾁｽﾗﾌと共同して出兵､国境付近のﾁｪﾙｳﾞｪﾝ地方を占拠
1031年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第5代国王｢ﾏﾇｰﾁﾌﾙ･ﾌﾞﾝ･ｶｰﾌﾞｰｽ｣
1031年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第6代国王｢ｱﾇｰｼｰﾙﾜｰﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾏﾇｰﾁﾌﾙ｣(~1050年死去)
1031年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞ･ﾊｼﾑ･ｱﾙﾊｯｻﾝ｣(~1040年死去)
1031年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯｢Renauld1世｣(~10400529死去)
1031年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾛｼﾞｪ｣(~1067年)
1031年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ方伯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ髭伯｣(~1056年)
1031年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾍﾞｽﾌﾟﾘﾑ｣ﾎﾞﾚｽﾜﾌ1世の息子(~1032年殺害される)
1031年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ﾐｪｼｭｺ2世ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ｣異母兄ﾍﾞｽﾌﾟﾘﾑに攻められﾎﾞﾍﾐｱへ逃れる(~1032
  年復位)
1031年-01:00|ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｼﾞﾌﾞﾗﾙﾀﾙはｱﾙﾍｼﾗｽのﾀｲﾌｧの一部
1031年1月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾃｨｰﾄﾏｰﾙ2世｣
1031年1月10日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾎﾄﾞｰ2世(ｵﾄﾞｰ2世)｣(~1032年死去)ﾃｨｰﾄﾏｰﾙ2世の子
1031年2月5日-09:00|日本|奈良県奈良市|長元4年1月11日|東大寺検校深覚が西院を創立
1031年5月22日-09:00|日本|  ||長元4年4月28日|平忠常が甲斐守源頼信の軍門に降る
1031年5月23日-09:00|日本|京都府京都市|長元4年4月29日|藤原頼道の新造の東三条殿焼亡
1031年5月24日-09:00|朝鮮|  ||高麗･太平11年5月|<即位>高麗王｢徳宗｣(~1034年)
1031年6月18日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｽﾀｲﾝ･ﾄﾙｹﾞｽﾄｿﾝ｣(~1033年)
1031年6月25日-08:00|中国|  ||契丹･景福1年6月3日|<死去>契丹可汗｢聖宗耶律隆緒｣年61
1031年6月25日-08:00|中国|  ||契丹･景福1年6月3日|<即位>契丹可汗｢興宗耶律宗真｣(~1055年8月)
1031年6月28日-09:00|日本|  ||長元4年6月6日|<死去>房総平氏の祖･平忠常病死
1031年7月7日-08:00|中国|  ||契丹･景福1年6月15日|契丹の興宗が景福と改元
1031年7月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ﾛﾍﾞｰﾙ2世(敬虔王)｣59歳(生年972年)
1031年7月20日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｽ王(ｶﾍﾟｰ朝)｢ｱﾝﾘ1世｣ﾛﾍﾞｰﾙ2世の次子(~10600804死去)
1031年7月28日-09:00|日本|京都府京都市|長元4年7月7日|御倉町の近江守･源行任第焼亡
1031年11月29日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<死去>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第25代ｶﾘﾌ｢ｶｰﾃﾞｨﾙ｣
1031年11月29日-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞ･ｱｯﾊﾞｰｽ朝第26代ｶﾘﾌ｢ｶｰｲﾑ｣(~10750402死去)
1031年12月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>後ｳﾏｲﾔ朝第9代ｶﾘﾌ｢ﾋｼｬｰﾑ3世｣ｱﾗｺﾞﾝ王国･ｶｽﾃｨﾘｱ王国に圧迫され､ｺﾙﾄﾞﾊﾞで
  死刑になり滅亡
1032年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｸﾜﾗｽﾞﾐｱﾝ朝ｼｬｰ｢Abu Sa'id Altun-Tash｣
1032年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｸﾜﾗｽﾞﾐｱﾝ朝ｼｬｰ｢Harun ibn Altun-Tash｣(~1035年死去)
1032年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<<死去>ﾙﾃﾙ伯｢ﾏﾅｾ2世｣
1032年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾎﾄﾞｰ2世(ｵﾄﾞｰ2世)｣
1032年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾍﾞｽﾌﾟﾘﾑ｣殺害される
1032年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第29代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ﾌﾗﾊﾞﾆｺ｣(~1043年)
1032年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｰﾍﾞﾙﾆｭ伯｢William5世｣Robert1世の息子(~1064年死去)
1032年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ2世｣(~10341119)
1032年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢William Werlenc｣(~1048年)
1032年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾙﾃﾙ伯｢ﾏﾅｾ3世｣(~1065年死去)
1032年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾚﾄﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Isma'il al-Zahir｣(~1043年)
1032年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｢ﾛﾍﾞｰﾙ1世老公｣(~10760321死去)
1032年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<復位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾐｪｼｭｺ2世ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ｣(~10340510死去)
1032年1月13日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･太平11年11月28日|高麗､契丹に従わず､大平年号に戻す
1032年1月18日-09:00|日本|京都府京都市|長元4年12月3日|上東門院彰子の御所京極第(殿)焼亡
1032年2月14日-08:00|中国|  ||西夏･顕道1年|党項(ﾀﾝｸﾞｰﾄ)の李元昊､自立/宋の年号｢明道｣をそのまま使わず､
  ｢顕道｣と使わせる(～1033)
1032年5月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ1世､ﾌﾗﾝｽ中部ｵﾙﾚｱﾝに｢諸侯会議｣を召集し､弟ﾛﾍﾞｰﾙによる｢ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ公｣
  継承を承認させる
1032年8月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ1世の母ｺﾝｽﾀﾝｽ･ﾀﾞﾙﾙ､｢ﾌﾞﾛﾜ伯｣ｳｰﾄﾞらと謀り､子のﾛﾍﾞｰﾙに反乱を起こさ
  せる/ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ1世､｢ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｣ﾛﾍﾞｰﾙ1世(華麗公)が滞在するﾌﾗﾝｽ北部ﾌｪｶﾝに逃れる
1032年9月6日-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ王ｺﾝﾗｰﾄ2世[神聖ﾛｰﾏ皇帝,ﾄﾞｲﾂ･ｲﾀﾘｱ王](~10390604)
1032年9月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王国は神聖ﾛｰﾏ帝国に併合され､ﾌﾞﾙｸﾞﾝ
  ﾄ王位もﾛｰﾏ王位に統合
1032年9月6日-01:00|ﾓﾅｺ/ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾌﾞﾙｺﾞｰﾆｭ(及び付随するﾓﾅｺ)はﾄﾞｲﾂ(神聖ﾛｰﾏ帝国)皇帝によって継承
1032年10月9日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第144代ﾛｰﾏ教皇｢ﾖﾊﾈｽ19世｣
1032年10月21日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第145代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ9世｣(~1044.9追放)
1032年12月6日-08:00|中国|  ||宋･明道1年11月|北宋の仁宗が明道(-1033年)と改元
1032年12月16日-08:00|中国|  ||契丹･重熙1年11月11日|契丹の興宗が重熙(-1055年)と改元
1033年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞ･ﾀﾘﾌﾞ･ﾔｰﾔ｣
1033年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公･ﾊﾞﾙ伯｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ3世｣
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1033年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾊﾞﾙ伯｢ｿﾌｨｰ｣(~10930121死去)
1033年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｽ伯｢Gerhard4世｣(~1045年)
1033年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｺﾞﾃﾛﾝ｣兼下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公(~1044年)
1033年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｼﾞｮﾝ5世｣(~1042年)
1033年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ対立王｢ﾄﾘｯｸﾞｳﾞｨ･ｵﾗﾌｿﾝ｣(~同年没)
1033年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾒﾙﾄﾗ･ﾀｲﾌｧ｢Abbad2世al-Mu'tadid｣(~1044年)
1033年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢ﾘﾀﾞｰﾁ･ｱﾌﾟ･ｲｰｽﾃｨﾝ｣
1033年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞﾘｨｳｨｼﾝｸﾞ王｢ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ･ｱﾌﾟ･ﾘﾀﾞｰﾁ｣(~1055年死去),｢Gwrgant ab Ithel the Bl
  ack｣(~1070年)
1033年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢ﾊｳｪﾙ･ｱﾌﾟ･ｴﾄﾞｳｨﾝ｣(~1043年)､｢Maredudd･ｱﾌﾟ･ｴﾄﾞｳｨﾝ｣(~1035年死
  去)
1033年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾎﾟｲｽをｸﾞｲﾈﾄﾞが統治(~1039年)
1033年1月11日-09:00|日本|京都府京都市|長元5年12月8日|九条御厩･法住寺焼亡
1033年2月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王(~10390604没)
1033年8月28日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･重熙2年8月|高麗､契丹に備えて西北境域に長城を築く
1033年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾗﾝﾄﾞﾙﾌ5世｣
1033年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾍﾞﾈｳﾞｪﾝﾄ大公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ3世｣(~1053年)
1033年10月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ｵﾙﾄﾞｼﾞﾌ｣(~10341111死去)
1033年10月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<復位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾔﾛﾐｰﾙ｣(3回目~1034年4月)
1033年10月26日-08:00|中国/韓国/朝鮮|  ||高麗･重熙2年;契丹･重熙2年10月|契丹は高麗の定州を侵略したが､
  高麗軍に敗れて退却した
1034年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<死去>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Ali Tigin Bughra Khan｣
1034年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Ebu Shuca Sulayman｣(~1042年)
1034年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<死去>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱﾌﾞ･ﾙ･ﾌｧﾄ･ﾑｻ｣殺される
1034年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Manuchehr1世｣
1034年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱﾘ2世･ﾗｼｭｶﾘ｣(~1049年)
1034年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Ali2世｣前王の兄弟(~1043年死去)
1034年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾉﾌﾞｺﾞﾛﾄﾞ公｢ｳﾗｼﾞｰﾐﾙ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~10521004)
1034年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ﾏﾝｿ2世｣(~1038年)､｢ﾏﾘｱ｣(~1039年)共同統治
1034年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<復任>ｶﾙｶｿﾝﾇ伯｢Raymond2世｣(2期目~1068年)､｢Peter2世｣(2期目~1059年)
1034年1月23日-09:00|朝鮮|  ||高麗･太平14年|<死去>第9代高麗王｢德宗｣
1034年1月23日-09:00|朝鮮|  ||高麗･太平14年|<即位>高麗王｢靖宗｣(~1046年)
1034年1月23日-09:00|日本|  ||長元7年|この年,平安時代の歴史物語｢栄華物語｣正篇成る
1034年1月23日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･重熙3年|高麗の歴史書『七代実録』が完成
1034年1月23日-08:00|中国|  ||西夏･開運1年|西夏の李元昊は兵を率いて環州､慶州に入寇/次に李元昊は蕃族
  の王と戦ったが散々に敗れ鉾先を転じて天山ｳｲｸﾞﾙに侵入を繰り返す
1034年1月23日-08:00|中国|  ||宋･景祐1年|北宋代仁宗が景祐(-1038年)と改元
1034年1月23日-08:00|中国|  ||西夏･開運1年1月|西夏の景宗が開運と改元
1034年2月22日-08:00|中国|  ||西夏･広運1年2月|西夏の景宗が広運(-1035年)と改元
1034年3月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ宮中伯｢ｴｯﾂｫ(ｴﾚﾝﾌﾘｰﾄﾞ)｣
1034年3月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ宮中伯｢ｵｯﾄｰ1世｣(⇒1045年ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｵｯﾄｰ2世｣~10470907
  死去)
1034年4月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾘｯﾁ1世｣(2回目~11.9)
1034年4月-01:00|ﾁｪｺ|  |||<退位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ﾔﾛﾐｰﾙ｣(~10351104死去)
1034年4月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾛﾏﾉｽ3世ｱﾙｷﾞｭﾛｽ｣
1034年4月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾐｶｴﾙ4世ﾊﾟﾌﾗｺﾞﾆｵｽ｣ﾊﾟﾌﾗｺﾞﾆｱ地方出身の農民の子､あるい
  は両替商の息子(~10411210死去)皇后ｿﾞｴの愛人となりﾛﾏﾉｽ3世が不慮の死を遂げた後､ｿﾞｴはﾐｶｴﾙと結婚し､彼
  を皇帝として新たに即位させた
1034年4月21日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･通瑞1年4月|李朝の太宗李仏瑪が通瑞に改元(-1039年)
1034年5月-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾓﾗｳﾞｨｱをﾎﾞﾍﾐｱが統治(~10550110)
1034年5月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾐｪｼｭｺ2世ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ｣
1034年5月10日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾎﾞﾚｽﾛｰ｣(~1038年死去)
1034年6月21日 00:00|ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ｱｲｽﾗﾝﾄﾞ連邦共和国政府(ｱﾙｼﾝｸﾞ)法話者｢ｿｰｹﾙ ﾁｮﾙｳﾞｧｿﾝ｣(~1053年)
1034年9月23日-09:00|日本|京都府|長元7年8月8日|<長元7年京都暴風雨､洪水>(～10日)京都が暴風雨に見舞わ
  れ､大内裏内の政府の官舎及び門や塀などをはじめ､内裏外の社寺､民家など多数が次々と倒壊/鴨川も決壊し
  て洪水となり､水は淀から山崎の方まで拡がり､多くの人が亡くなった
1034年10月1日-09:00|日本|  ||長元7年8月16日|彗星東方に見ゆ
1034年10月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ｴｯｹﾊﾙﾄ2世｣(~10460124死去)
1034年11月11日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<再位>ﾓﾗｳﾞｨｱ公｢ﾌﾞﾗｼﾞｽﾞﾗﾌ1世｣(~1049年退位~10550110死去);<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢
  ﾌﾞﾗｼﾞｽﾞﾗﾌ1世｣(~10550110死去)
1034年11月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾏﾙｶﾑ2世破壊王｣反対派によって暗殺
1034年11月25日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾀﾞﾝｶﾝ1世病王｣ﾏﾙｶﾑ2世の孫(~10400814死去)
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1035年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Vijaya-Pala｣(~1050年)
1035年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<死去>ｸﾜﾗｽﾞﾐｱﾝ朝ｼｬｰ｢Harun ibn Altun-Tash｣
1035年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｸﾜﾗｽﾞﾐｱﾝ朝ｼｬｰ｢Ismail Khandan ibn Altun-Tash｣(~1041年)
1035年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｺﾞｰﾙ朝ﾏﾘｸ｢Abu Ali ibn Muhammad｣
1035年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｺﾞｰﾙ朝ﾏﾘｸ｢Abbas ibn Shith｣(~1060年死去)
1035年-04:00|ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾄﾑﾀﾗｶﾆ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞﾐﾛｳﾞｨﾁ｣ｷｴﾌ公国に統合
1035年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ/ﾍﾞﾗﾙｰｼ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ﾁｪﾙﾆｰﾋｳ公｢ﾑｽﾁｽﾗﾌ･ｳﾗｼﾞｰﾐﾛｳﾞｨﾁ｣
1035年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪｸｻﾝ伯｢Walter3世｣(~1063年)
1035年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Odo1世｣(~1045年)
1035年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Conrad2世｣(~10390720死去)
1035年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｽﾃﾊﾟﾝ･ﾌﾟﾗｽｶ｣(~1058年)
1035年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｺﾝﾌﾗﾝ伯｢William Raymond｣(~1068年)
1035年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾙﾀﾞｰﾆｬ伯｢Raymond｣(~1068年)
1035年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ辺境伯｢Arnold of Wels-Lambach｣(~1055年)
1035年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｶﾞ伯｢Bernard1世｣(~1050年死去)
1035年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Gonzalo｣(~1045年)
1035年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙｼﾞｪｼﾗｽ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad ibn al-Qasim｣(~1048年)
1035年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾗｶﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Idris I al-Muta'ayyad｣(~1039年)
1035年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽ王｢Maredudd･ｱﾌﾟ･ｴﾄﾞｳｨﾝ｣
1035年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾌｪﾛｰ諸島元首｢Thrandr Thorbjornsson ae Gotu｣
1035年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島元首｢Leifr Ossurarson｣
1035年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島/ﾉﾙｳｪｰ|  |||ﾌｪﾛｰ諸島はﾉﾙｳｪｰ宗主国の下に帰順
1035年4月13日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰﾇ伯｢ﾊｰﾊﾞｰﾄ1世｣
1035年5月12日-09:00|日本|京都府京都市|長元8年4月3日|樋口烏丸の小宅の多くが焼亡
1035年5月23日-09:00|日本|  ||長元8年4月14日|<死去>昭登親王､皇族(生年998年)
1035年5月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ･ﾗﾓﾝ1世(背曲がり伯)｣
1035年5月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾞﾙｾﾛﾅ伯｢ﾗﾓﾝ･ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ1世(老伯)｣ﾊﾞﾗﾝｹﾞｰ･ﾗﾓﾝ1世の子(~10760526死去
  )
1035年5月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯･ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ4世｣
1035年5月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ伯｢ﾎﾞｰﾄﾞｩｱﾝ5世｣Baldwin4世の息子(~10670901死去)
1035年6月4日-09:00|日本|京都府京都市|長元8年4月26日|藤原実質の小野宮第焼亡
1035年7月3日-02:00|ﾄﾙｺ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ﾛﾍﾞｰﾙ1世(ﾛﾍﾞｰﾙ2世)華麗公･悪魔公｣ｴﾙｻﾚﾑ巡礼の帰途ﾆｶ
  ｲｱ(現ﾄﾙｺ)で
1035年7月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公｢ｷﾞﾖｰﾑ2世庶子公･征服公｣(~10870909死去)
1035年7月29日-09:00|日本|  ||長元8年6月22日|<死去>選子内親王(生年964年/皇族､賀茂斎院)
1035年10月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾅﾊﾞﾗ王･ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王｢ｻﾝﾁｮ･ｶﾞﾙｾｽ3世｣
1035年10月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾗｺﾞﾝ国王｢ﾗﾐﾛ1世｣ﾅﾊﾞﾗ国王ｻﾝﾁｮ3世とｻﾝﾁｬ･ﾃﾞ･ｱｲﾊﾞｰの息子(~106305
  08死去)ｱﾗｺﾞﾝ王国独立
1035年10月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾟﾝﾌﾞﾛｰﾅ王･ﾅﾊﾞﾗ王｢ｶﾞﾙｼｱ･ｻﾝﾁｪｽ3世｣ｻﾝﾁｮ･ｶﾞﾙｾｽ3世とﾑﾆｱﾄﾞﾅの男子(
  ~10540915死去)
1035年11月12日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ･ﾉﾙｳｪｰ王｢ｸﾇｰｽﾞ2世大王｣(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ｸﾇｰﾄ1世
  大王｣)/35歳(誕生995年)
1035年11月12日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ摂政｢ｴｲﾅｰﾙ･ｴﾝﾄﾞﾘﾃﾞｿﾝ･ｻﾝﾊﾞﾙｽｹﾙｳﾞｨﾙ｣(~1039年5月)
1035年11月12日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾊｰﾃﾞｸﾇｰｽﾞ(ｸﾇｰｽﾞ3世)｣ｸﾇｰｽﾞ2世とｴﾏ･ｵﾌﾞ･ﾉｰﾏﾝﾃﾞｨｰの息子
  (~10420608死去)
1035年11月12日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾏｸﾞﾇｽ1世ｵﾗﾌｿﾝ善王｣(~10471025死去)
1035年11月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｸﾇｰﾄ大王｣
1035年11月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢Harthacnut｣(1期目~1037年)､摂政｢ﾊﾛﾙﾄﾞ1世"Harefoot"｣(⇒
  1037年王~10400317死去)
1036年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾔﾛｽﾗﾌはﾄﾑﾀﾗｶｰﾆ公領を接収しﾙｰｼの国の単独支配者となった
1036年-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾙｰｼをｽﾃｯﾌﾟの民･ﾍﾟﾁｪﾈｸﾞ人が攻め寄せｷｴﾌを取り囲んだ/ﾔﾛｽﾗﾌはｷｴﾌ郊外でﾍﾟﾁｪﾈｸﾞと激
  突粉砕
1036年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝのﾗｸﾞｰｻﾞ総督｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ,ﾗｸﾞｰｻﾞ･ｴ･ｻﾞﾗ｣(~1042年)
1036年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰﾇ伯｢ﾋｭｰ4世｣(~10510325死去)
1036年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾌｸﾞ3世｣(~1043年)
1036年1月31日-08:00|中国|  ||西夏･大慶1年|西夏の景宗が宋の支配下であった河西地方西部の粛州･瓜州･沙
  州に兵を進めて制圧
1036年1月31日-08:00|中国|  ||西夏･大慶1年|西夏の景宗が大慶(-1038年)と改元
1036年1月31日-08:00|中国|  ||西夏･大慶1年|西夏の景宗が蘭州近郊へ兵を送り､青唐王国に圧力を加えた
1036年1月31日-08:00|中国|  ||西夏･大慶1年|西夏の李元昊は霊州を興州と改め､西平府は興慶府と名称を改め
  ､首府とした
1036年1月31日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･通瑞3年|ﾇﾝ族のﾇﾝ･ﾁ･ｳｫが反乱､皇帝を名乗る
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1036年2月2日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｺﾝﾗｰﾄ2世若公｣(~10390720死去)
1036年5月15日-09:00|日本|  ||長元9年4月17日|<譲位･崩御>68代｢後一条天皇｣29歳(誕生:寛弘5(1008)0911)
1036年5月15日-09:00|日本|  ||長元9年4月17日|<践祚>69代｢後朱雀天皇｣(7月10日即位)
1036年5月17日-08:00|中国|  ||契丹･重熙5年4月19日|重熙新定条例を公布
1036年6月13日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<死去>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第7代ｶﾘﾌ｢ｱｽﾞ=ｻﾞｰﾋﾙ｣
1036年6月13日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｴｼﾞﾌﾟﾄ|  |||<即位>ﾌｧｰﾃｨﾏ朝第8代ｶﾘﾌ｢ｱﾙ=ﾑｽﾀﾝｽｨﾙ･ﾋﾞｯﾗｰ｣(~10940110死去)
1036年8月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ﾄﾙｺ|  |||ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛをﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝが占領(~1037年12月)
1036年8月29日-09:00|日本|  ||長元9年8月6日|<死去>藤原威子(生年1000年､後一条天皇の中宮)
1037年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｴﾙﾗﾝｶﾞは東部ｼﾞｬﾜをほぼ統一
1037年-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||ｷｴﾌ公国で聖ｿﾌｨｱ寺院が建立
1037年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Theobald3世｣(~1089年死去)
1037年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ｴﾃｨｴﾝﾇ2世｣ｳｰﾄﾞ1世の息子(~1047年死去)ﾌﾞﾛﾜ伯
1037年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ辺境伯｢ｴﾝﾏ｣ﾙﾎﾞｰ3世の娘(~1062年)ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯ｷﾞﾖｰﾑ3世と結婚
1037年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢Abdallah｣(~1040年)
1037年2月6日-09:00|日本|奈良県奈良市|長元10年1月19日|興福寺僧徒が東大寺東南院を破壊
1037年5月9日-09:00|日本|  ||長暦1年4月21日|長元から長暦に改元
1037年7月17日-09:00|日本|京都府京都市左京区|長暦1年6月2日|上東門院が後一条天皇のために菩提樹院を建
  立供養
1037年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ｷﾞｮｰﾑ3世｣
1037年9月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄｩｰﾙｰｽﾞ伯｢ﾎﾟﾝｽ2世｣(~1060年死去)
1037年9月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾚｵﾝ国王｢ﾍﾞﾙﾑｰﾄﾞ3世｣戦死､ｶｽﾃｨｰﾘｬ王国に併合されﾚｵﾝ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ王国に
  なる
1037年9月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾚｵﾝ･ｶｽﾃｨｰﾘｬ王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ1世大王｣(~10651227死去)
1037年10月14日-09:00|日本|  ||長暦1年9月3日|衆星乱れ墜ちる
1037年11月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄﾛｱ伯｢ｳｰﾄﾞ3世｣兼ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯･ﾓｰ伯｢ｳｰﾄﾞ1世｣兼>ｼｬﾄｰﾀﾞﾝ伯･ﾌﾞﾛﾜ伯｢ｳｰ
  ﾄﾞ2世｣
1037年11月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ･ﾓｰ伯｢Stephen2世｣(~1047年死去)
1037年11月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾞﾛﾜ伯｢Theobald3世｣(~1089年死去)ﾄｩｰﾙ伯,ｼｬﾙﾄﾙ伯
1037年12月-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾄﾞｳｸﾘｬ公｢ｳﾞｫｲｽﾗｳﾞ･ﾄﾞﾗｺﾞﾐﾛｳﾞｨｯﾁ｣(2回目~1043年)
1037年12月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾚｼﾞﾅｰﾙ｣
1037年12月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾆﾀｰﾙ｣(~10420811死去)
1037年12月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Manasses Calvus｣
1037年12月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢Eudes｣(~1060年死去)
1038年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>東ｶﾞﾝｶﾞ朝国王｢ｳﾞｧｼﾞｭﾗﾊｽﾀ･ｱﾅﾝﾀｳﾞｧﾙﾏﾝ｣
1038年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ/ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>大ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ﾄｩｸﾞﾘﾙ･ﾍﾞｸﾞ｣(~10630904死去)
1038年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞﾙﾌｧｽ･ｱﾝﾅｼﾞｰﾙ･ｱｯﾀﾞｲﾗﾐ･ﾋﾞﾝ･ｱﾙﾌｾｲﾝ｣(~1053年死去)
1038年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾀﾞﾏｽｸｽ総督ﾃﾞｨｽﾞﾋﾞﾘｰがｱﾚｯﾎﾟを占領
1038年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol2世｣
1038年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ﾎﾞﾚｽﾛｰ｣
1038年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢ﾍﾝﾘｰ1世｣
1038年-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｳﾙｼﾞｪｲ伯｢Ermengol3世｣(~1065.2,Barbastroで殺される)
1038年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｶﾌﾟｱ公｢ｶﾞｲﾏｰﾙ4世｣ｻﾚﾙﾉ候(~1047年)
1038年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾅﾝﾄ伯｢Matthew1世｣Burdicの息子(~1051年)
1038年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾋﾞｺﾞｰﾙ伯｢Bernard2世｣(~1077年)
1038年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢Otto｣(~1040年)
1038年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾘｱ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Bakr al-Ramimi｣,｢Abd al-Aziz al-Mansur｣
1038年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｸﾞﾗﾅﾀﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Badis ben Habus｣(~1073年)
1038年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ公｢ｶｼﾞﾐｪｼｭ1世ｵﾄﾞﾉｳﾞｨﾁｪﾙ｣ﾐｪｼｭｺ2世の息子(~10581128死去42歳)
1038年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｼﾞｮﾝ2世｣(~1039年)
1038年1月9日-08:00|中国|  ||宋･景祐4年12月2日|山西､忻州地震/M7.3､死者3万2,300人
1038年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾃｰﾇ公｢ｷﾞﾖｰﾑ6世｣兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞｮｰﾑ4世｣
1038年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｳｰﾄﾞ｣(~10390310死去)
1038年4月17日-09:00|日本|神奈川県鎌倉市|長暦2年3月17日|長谷寺の塔や僧坊が焼失
1038年4月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄ辺境伯｢ﾘｳﾄﾞﾙﾌ｣(生年1003年)
1038年5月22日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<死去>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Shibl al-Dawla｣
1038年7月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾍﾙﾏﾝ4世｣
1038年7月-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣(~1045年退位)
1038年7月6日-09:00|日本|  ||長暦2年6月2日|<死去>大中臣輔親(生年954年/歌人､中古三十六歌仙の一人)
1038年8月15日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｼｭﾃﾌｧﾝ1世聖王｣
1038年8月15日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ﾍﾟﾃﾙ1世｣ｼｭﾃﾌｧﾝ1世の甥(1回目~1041年)
1038年9月2日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･重熙7年8月1日|高麗､契丹重煕年号を施行
1038年11月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ﾍﾙﾏﾝ1世｣
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1038年11月1日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｴｯｹﾊﾙﾄ2世｣ｴｯｹﾊﾙﾄ1世の次男､ﾍﾙﾏﾝ1世の弟(~10460124死去)
1038年11月10日-08:00|中国|  ||西夏･天授1年10月11日|<即位>西夏第1代皇帝｢景宗(武烈皇帝)李元昊｣(~天授
  礼法延祚11年1月2日(1048年1月19日))死去国名を『大夏』と号した/天授元年と年号を定める
1038年11月29日-08:00|中国|  ||宋･寶元1年11月|北宋の仁宗が宝元(-1040年)と改元
1039年-03:00|ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾒｯｶ･ｼｬﾘﾌ｢ｼｭｸﾙ･ﾌﾞﾝ･ｱﾋﾞﾙ･ﾌﾄｩｰ｣(~1061年)
1039年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ﾚﾆｴ5世｣
1039年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ｴﾉｰ伯｢ｴﾙﾏﾝ｣(~10490703死去)
1039年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｶﾞｲﾏｰﾙ4世｣ｻﾚﾙﾉ候･ｶﾌﾟｱ候(~10520602死去)
1039年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾙﾄｻ･ﾀｲﾌｧ｢Muqatil Sayf al-Milla｣(~1053年)
1039年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾗｶﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Yahya II al-Qa'im｣(~1040年)
1039年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾛﾝﾀﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Nour｣(~1053年)
1039年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｸﾞｳｨﾈﾄﾞ王｢ｲｱｺﾞ･ｱﾌﾟ･ｲﾄﾞﾜﾙ｣
1039年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ﾎﾟｲｽ王｢ｸﾞﾘﾌｨｽﾞ･ｱﾌﾟ･ﾙｳｪﾘﾝ｣(~10630805死去)
1039年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｸﾞｳｨﾈﾄﾞをﾎﾟｲｽが統治(~1075年)
1039年1月27日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･重熙8年|高麗･靖宗が奴婢従母法を定める
1039年1月27日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･通瑞6年|儂存福､昭聖皇帝と称す/後､安南李朝の太宗に捕殺
1039年3月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱｷﾃｰﾇ公兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｳｰﾄﾞ｣
1039年3月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱｷﾃｰﾇ公兼ﾎﾟﾜﾃｨｴ伯｢ｷﾞﾖｰﾑ7世｣(~1058年秋死去)
1039年4月12日-09:00|日本|京都府京都市|長暦3年3月16日|延暦寺僧徒が高陽院に放火
1039年4月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世｣
1039年4月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ4世｣(~1062年死去)
1039年5月27日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾃﾞｨﾙｸ3世｣
1039年5月27日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾃﾞｨﾙｸ4世｣(~10490113死去)
1039年6月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ｺﾝﾗｰﾄ2世｣
1039年6月4日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ/ｽｲｽ|  |||<即位>ﾌﾗﾝｸ･ﾛｰﾏ帝国皇帝･ｲﾀﾘｱ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣
  (~10561005没)
1039年6月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾛｰﾏ王･ﾌﾞﾙｸﾞﾝﾄ王｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣兼ｲﾀﾘｱ王｢ｴﾝﾘｰｺ3世｣ｺｯﾗｰﾄﾞ2世の子/ﾊﾞ
  ｲｴﾙﾝ大公ﾊｲﾝﾘﾋ6世黒王(~10561005死去)
1039年6月24日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･乾符有道1年6月|李朝の太宗李仏瑪が乾符有道に改元(-1042年)
1039年7月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Conrad2世｣
1039年7月20日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<死去>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｺﾝﾗｯﾄﾞ2世｣
1039年7月20日-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公(ｻﾞｰﾘｱｰ家)｢ﾊｲﾝﾘﾋ4世｣ﾊﾞｲｴﾙﾝ公(~1047年)
1039年7月20日-09:00|日本|京都府京都市|長暦3年6月27日|内裏が焼失
1039年9月19日-09:00|日本|  ||長暦3年8月28日|<死去>藤原げん子(生年1016年/皇族､後朱雀天皇の中宮)
1040年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||この頃､ｶｼﾐｰﾙでｼｪｰﾒﾝﾄﾞﾗ作ｻﾝｽｸﾘｯﾄﾞ物語集｢ﾌﾞﾘﾊｯﾄ･ｶﾀｰ･ﾏﾝｼﾞｬﾘｰ｣成る
1040年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾌﾞ･ﾊｼﾑ･ｱﾙﾊｯｻﾝ｣
1040年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ﾇﾏｲﾄﾞ朝｢Muta'in ibn Waththab｣(~1056年)
1040年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Ponc1世｣(~1078年)
1040年-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<就任>ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Poppo1世｣(~1044年死去)
1040年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾙｰﾍﾞﾝ･ﾌﾞﾗｯｾﾙ伯｢ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ2世｣ﾗﾝﾍﾞﾙﾄ1世の息子(~10540619死去)
1040年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾙﾋﾞｯﾂ君主｢Hasan as-Samsam｣(~1053年)
1040年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｼﾙﾍﾞｽ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad1世｣(~1048年)
1040年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾗｶﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Hasan al-Mustansir｣(~1042年)
1040年 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ上王｢ﾄﾞﾝﾁｬﾄﾞ･ﾏｯｸ･ﾌﾞﾘｱﾝ｣(~1064年)
1040年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢Abdallah ibn Yasin｣(~10590707死去)
1040年1月17日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾏｽｳｰﾄﾞ1世｣
1040年1月17日-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<復位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣(~1041年死去)
1040年2月15日-08:00|中国|  ||西夏･天授3年;宋･康定1年1月|三川口の戦い/宋軍に対して､西夏は三川口に伏
  兵を置いて迎え撃った/宋軍が崩壊､主な宋将は討死するか捕虜となり､延州救援は失敗
1040年3月16日-08:00|中国|  ||宋･康定1年2月|北宋の仁宗が康定(-1041年)と改元
1040年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王｢ﾊﾛﾙﾄﾞ1世"Harefoot"｣
1040年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢Harthacnut｣(2期目~10420608死去)
1040年4月11日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･重熙9年2月27日|高麗･権衡を定め計量を統一
1040年5月-05:00|ﾄﾙｸﾒﾆｽﾀﾝ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ/ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||ﾀﾞﾝﾀﾞﾝｶｰﾝの戦い｡ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝がｶﾞｽﾞﾅ朝を破り東
  部ｲﾗﾝで覇権を確立
1040年5月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国(反乱中)皇帝｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾃﾙｼﾞｬﾝ｣(1回目~1041年9月)
1040年5月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵｾｰﾙ伯｢Renauld1世｣
1040年5月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵｾｰﾙ伯･ﾇｳﾞｪｰﾙ伯｢William1世｣(~1083年~11000620死去)
1040年6月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ﾌﾙｸ3世黒顔伯｣68歳
1040年6月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾝｼﾞｭｰ伯｢ｼﾞｮﾌﾛﾜ2世鎚伯｣ﾌﾙｸ3世黒顔伯とｲﾙﾃﾞｶﾞﾙﾄﾞ･ﾄﾞ･ｻﾝﾄﾞｶﾞｳの息子
  (~10601114死去)
1040年7月6日-09:00|日本|京都府京都市|長暦4年5月24日|六角富小路焼亡
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1040年7月14日-09:00|日本|  ||長暦4年6月3日|長久の荘園整理令:諸国に荘園停止を命じる
1040年7月18日-09:00|日本|京都府京都市|長暦4年6月7日|白河殿大炊屋･倉焼亡
1040年8月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾀﾞﾝｶﾝ1世病王｣従兄弟のﾏｸﾍﾞｽに暗殺される
1040年8月14日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王｢ﾏｸﾍﾞｽ赤王｣ﾏﾙｶﾑ2世の孫(~10570815死去)
1040年9月5日-09:00|日本|  ||長暦4年7月26日|京都･伊勢に台風､八省院など倒壊
1040年10月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公｢ｱﾗﾝ3世｣兼ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯｢ｱﾗﾝ1世｣
1040年10月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾌﾞﾙﾀｰﾆｭ公兼ﾚﾝﾇ公･ﾚﾝﾇ伯｢ｺﾅﾝ2世｣ｱﾗﾝ3世とﾍﾞﾙﾄ･ﾄﾞ･ﾌﾞﾛﾜの1人息子(~10
  661211死去)ｴｵﾝ1世と共同統治
1040年10月9日-08:00|中国|  ||西夏･天授3年;宋･康定1年9月|西夏軍が鎮戎軍周辺を攻めて宋軍を敗り､いくつ
  かの城塞を陥れる/逆に宋軍に別の城塞を攻め取られる
1040年10月17日-09:00|日本|京都府京都市|長暦4年9月9日|皇居の京極土御門殿が焼亡し､神鏡が罹災
1040年12月16日-09:00|日本|  ||長久1年11月10日|長暦から長久に改元
1041年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ|  |||<即位>ｸﾜﾗｽﾞﾐｱﾝ朝ｼｬｰ｢Shah-Malik ibn Ali｣(~1042年)
1041年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ｣
1041年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾏｳﾄﾞｩｰﾄﾞ｣(~1050年死去)
1041年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｹﾙﾏｰﾝ･ｾﾙｼﾞｭｰｸ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｶｰｳﾞﾙﾄ･ﾍﾞｸﾞ｣(~1073年)
1041年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾘｱ･ﾀｲﾌｧ｢Ma'n ben Muhammad ben Sumadih｣
1041年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｻﾝﾀ･ﾏﾘｱ･ﾃﾞﾙ･ｱﾙｶﾞﾙﾍﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad al-Mu'tasim｣(~1051年)
1041年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾆｴﾌﾞﾗ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad al-Yahsubi Izz ad-Dawla｣(~1051年)
1041年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｻﾐｭｴﾙ｣ｼｭﾃﾌｧﾝ1世の義兄(~10440705没)
1041年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏｼﾞｮﾙｶ･ﾀｲﾌｧ｢'Ali Iqbal ud-Dawlah｣(~1075年)
1041年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾛﾝ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad｣(~1057年)
1041年-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<廃位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王｢ﾍﾟﾃﾙ1世｣追放
1041年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｲｱﾃﾞﾗ/ｻﾞﾗをﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ支配(~1097年)
1041年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｲﾗｸ|  |||ﾁｭﾆｼﾞｱのｽﾞｨｰﾙ朝がｱｯﾊﾞｰｽ朝の宗主権を認める
1041年-01:00|ﾁｪｺ/ﾄﾞｲﾂ|  |||ﾊｲﾝﾘﾋ3世がﾎﾞﾍﾐｱ王ﾌﾟｼﾞｪﾁｽﾗﾌを屈服させﾎﾞﾍﾐｱをﾄﾞｲﾂ王国の知行とする
1041年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢Siward｣(~1055年死去)
1041年1月6日-09:00|日本|京都府京都市|長久1年12月1日|鷹司殿焼失
1041年1月12日-09:00|日本|京都府京都市|長久1年12月7日|北御門室町間で失火､菅原院など焼亡
1041年2月4日-08:00|中国|  ||大理･正治15年|<譲位>前大理第9代皇帝｢聖徳帝(段素真)｣
1041年2月4日-08:00|中国|  ||大理･正治15年|<即位>前大理第10代皇帝｢天明帝(段素興)｣(~1044年廃位)
1041年2月4日-08:00|中国|  ||宋･康定2年|このころ中国で可動活字(活版印刷)が発明される
1041年2月4日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･乾符有道3年|儂智高､自立/後､安南軍に捕まる
1041年2月4日-09:00|日本|  ||長久2年1月1日|<死去>藤原公任(生年966年/公卿､歌人)
1041年3月5日-08:00|中国|  ||西夏･天授4年;宋･康定2年2月|李元昊が軍を率いて渭州方面へ侵攻し､迎撃に出
  た宋軍を好水川の戦いで敗った/西夏軍も勝機に乗ることができずに撤退
1041年3月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ﾄﾙｺ|  ||2月13日|ﾉﾙﾏﾝ人がﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国領のｶﾃﾊﾟﾉｰ率いる軍とｳﾞｪﾉｰｻ近くで対戦し､
  大勝
1041年3月24日-09:00|日本|  ||長久2年2月20日|<死去>致平親王､皇族(生年951年)
1041年7月31日-08:00|中国|  ||西夏･天授4年;宋･康定2年秋|西夏軍は､陝西地方北部にある宋の府州､麟州を攻
  めたが陥れることができず､ついで豊州を攻めて陥れた
1041年8月19日-09:00|日本|京都府京都市|長久2年7月20日|地震あり､洛東岡崎法勝寺八角九重塔倒壊
1041年9月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｶｸｲﾄﾞ朝ｱﾐｰﾙ｢Muhammad｣
1041年9月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶｸｲｰｽﾞ･ｱﾐｰﾙ｢Faramurz ibn Muhammad｣(~1070年死去)､｢Garshasp1世ibn Muha
  mmad｣(~1047年)
1041年9月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶｸｲﾄﾞ朝(Hamadan)ｱﾐｰﾙ｢Garshasp1世｣(~1047年)
1041年9月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｶｸｲﾄﾞ朝(Isfahan)ｱﾐｰﾙ｢Faramurz｣(~1070年死去)
1041年9月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国(反乱中)皇帝｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾃﾙｼﾞｬﾝ｣
1041年9月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国(反乱中)皇帝｢ｱﾙｼﾇｽ｣(~10月)
1041年10月-02:00|ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ|  |||<即位>ﾌﾞﾙｶﾞﾘｱ帝国(反乱中)皇帝｢ﾋﾟｰﾀｰ･ﾃﾙｼﾞｬﾝ｣(2度目~11月)
1041年10月13日-09:00|日本|奈良県奈良市|長久2年9月13日|大安寺焼失
1041年11月10日-09:00|日本|京都府京都市|長久2年10月14日|祇園社焼亡
1041年11月27日-08:00|中国|  ||宋･慶暦1年11月|北宋の仁宗が慶暦(-1048年)と改元
1041年12月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾐｶｴﾙ4世ﾊﾟﾌﾗｺﾞﾆｵｽ｣
1041年12月10日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾐｶｴﾙ5世ｶﾗﾌｧﾃｽ(繋ぎ･隙間の詰物)｣ﾐｶｴﾙ4世
  の甥(~1042.4追放~10420824死去)ﾐｶｴﾙ4世が病死した後､宦官ﾖﾊﾈｽ･ｵﾙﾌｧﾉﾄﾛﾌｫｽ(ﾐｶｴﾙ4世の弟)によって皇帝と
  して擁立
1042年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｸﾃﾞｨﾘ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Samarawijaya｣(~1104年)
1042年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｬﾝｶﾞﾗ･ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Mapanji Garasakan｣(~1052年)
1042年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｽﾝﾀﾞ･ｶﾞﾙｱ王国ﾏﾊﾗｼﾞｬ｢Dharmaraja｣(~1064年)
1042年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>後期ﾁｬｰﾙｷﾔ朝国王｢ｿｰﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ1世｣(~1068年)
1042年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>西ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Muhammad Arslan Qara Khan｣(~1052年)
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1042年-05:00|ｷﾙｷﾞｽ/ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||<即位>東ｶﾗﾊﾝ朝ﾊｰﾝ｢Ebu Shuca Sulayman｣(~1056年)
1042年-05:00|ｳｽﾞﾍﾞｷｽﾀﾝ/中国|  |||ﾊﾟﾐｰﾙ高原を境にｶﾗﾊﾝ朝が東西に分裂
1042年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾊﾞｸﾞﾗﾄｩﾆ朝ｱﾙﾒﾆｱ王｢ｶﾞｷﾞｸ2世｣(~1045年､ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ帝国に組み込まれる)
1042年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ辺境伯｢Godfrey of Pitten｣(~1050年暗殺される)
1042年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝのﾗｸﾞｰｻﾞ総督｢ｶﾀｶﾛﾝ,ｽﾄﾗﾃｺﾞ｣(~1044年)
1042年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾌﾟｴﾝﾃ･ﾀｲﾌｧ｢Ahmad b Muhammad 'Izz (o Adud) al-Dawla｣(~1043年)
1042年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｶﾙﾓﾅ･ﾀｲﾌｧ｢Ishaq｣(~1052年)
1042年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾅﾎﾟﾘ公｢ｾﾙｷﾞｳｽ5世｣(~1082年)
1042年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ7世｣下ﾛﾚｰﾇ公ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋの息子/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯ﾊｲﾝﾘﾋ2世(~1
  0471016死去)
1042年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾗｶﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Naya the Usurper｣⇒｢Idris2世al-Ali｣(~1047年)
1042年1月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｽｨﾏｰﾙがｱﾚｯﾎﾟの支配権を得る
1042年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ3世｣
1042年1月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｵｯﾄｰﾈ2世｣ｸﾞﾘｴﾙﾓ3世の子(~10841120死去)
1042年1月25日-08:00|中国|  ||契丹･重熙11年;宋･慶暦2年|契丹と宋の間に和議が成立
1042年1月25日-08:00|中国|  ||大理･聖明1年|大理国の段素興が聖明と改元(-1044)
1042年2月-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||<即位>ﾐﾙﾀﾞｰｽ朝ｱﾐｰﾙ｢Mu'izz al-Dawla｣(~1057年)
1042年2月17日-09:00|日本|京都府京都市|長久3年1月24日|図書寮焼亡
1042年4月2日-09:00|日本|滋賀県大津市|長久3年3月10日|延暦寺僧徒が圓城寺円満院を焼く
1042年4月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｿﾞｴ｣ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ8世の次女(~10500611死去),｢ﾃｵﾄﾞﾗ｣ｺﾝｽﾀﾝ
  ﾃｨﾉｽ8世の三女(~10420611退位)
1042年4月19日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<廃位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ﾐｶｴﾙ5世ｶﾗﾌｧﾃｽ(繋ぎ･隙間の詰物)｣追放
1042年6月8日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王｢ﾊｰﾃﾞｸﾇｰｽﾞ(ｸﾇｰｽﾞ3世)｣
1042年6月8日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ摂政｢ｽｳﾞｪﾝﾄﾞ･ｴｽﾄﾘﾄﾞｾﾝ｣(~10471025)
1042年6月8日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ﾏｸﾞﾇｽ1世｣ｵｰﾗｳﾞ2世(ﾉﾙｳｪｰ王)とｱﾙﾌﾋﾙｽﾞの私生児(~10471025
  死去23歳)
1042年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王｢Harthacnut｣
1042年6月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｲｷﾞﾘｽ王｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ懺悔王｣(~10660104死去)
1042年6月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝(ﾏｹﾄﾞﾆｱ朝)｢ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ9世ﾓﾉﾏｺｽ｣ﾛﾏﾉｽ3世ｱﾙｷﾞｭﾛｽの縁戚(~
  10550111病死)ｿﾞｴが元老院議員であったｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｽ･ﾓﾉﾏｺｽと結婚し､彼を皇帝として即位させた
1042年6月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<退位>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ﾃｵﾄﾞﾗ｣
1042年8月11日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾆﾀｰﾙ｣
1042年8月11日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾜｿﾞ｣(~1048年死去)
1042年8月21日-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ|  |||ｼﾘｱ･ﾊﾟﾙﾐﾗで地震(M7.2)､死者5万人
1042年9月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾟｯﾘｬ伯｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ1世｣(~1046年死去)
1042年9月17日-08:00|中国|  ||西夏･天授5年;宋･慶暦2年9月|西夏軍が渭州方面へ侵攻し､迎え撃った宋軍を定
  川の戦いで敗った/さらに渭州まで軍を進めたが､宋軍の抵抗もあり略奪のみで軍を退いた
1042年11月4日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｲﾗﾝ･ﾀﾌﾞﾘｽﾞで地震(M7.3)､死者4万人
1042年11月16日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･明道1年10月|李朝の太宗李仏瑪が明道に改元(-1044年)
1043年-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ｱﾗｶﾝ国王｢ﾐﾝ･ｶﾗ｣(~1062年)
1043年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾊﾟｰﾗ朝国王｢ｳﾞｨｸﾞﾗﾊﾊﾟｰﾗ3世｣(~1070年)
1043年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Ali2世｣
1043年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Kubad｣前王の兄弟(~10490728死去)
1043年-04:00|ﾛｼｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾂｧｰﾘｸﾞﾗｰﾄﾞ(ｺﾝｽﾀﾝﾃｨﾉｰﾌﾟﾙ)への遠征/ﾔﾛｽﾗﾌの長男でﾉｳﾞｺﾞﾛﾄﾞ公のｳﾗｼﾞｰﾐﾙを指揮官
  とする軍勢は､ﾄﾞﾅｳ付近で大嵐に遭い､さらにﾋﾞｻﾞﾝﾂ海軍の攻撃により艦隊を破壊されてしまった
1043年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<死去>ﾄﾞｩｸﾘｬ公｢ｽﾃﾌｧﾝ･ｳﾞｫｲｽﾗｳﾞ｣
1043年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第30代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾄﾞﾒﾆｺ･ｺﾝﾀﾘｰﾆ｣(~1071年)
1043年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾟｯﾘｬ伯(ｵｰﾄｳﾞｨﾙ家)ｸﾞﾘｴﾙﾓ1世(~1046年)
1043年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾌﾟｴﾝﾃ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad2世｣⇒｢'Abd Allah2世｣(~1106年ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝へ)
1043年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｽﾎﾟﾚｰﾄ公｢ﾎﾞﾆﾌｪｰｽ3世｣(~10520506死去)
1043年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾄﾚﾄﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Yahya1世al-Ma'mun｣(~1075年)
1043年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ/ｾﾙﾋﾞｱ|  |||<即位>ﾄﾞｳｸﾘｬ公｢ｺﾞｲｽﾗｳﾞ･ｳﾞｫｲｽﾗｳﾞﾘｪｳﾞｨｯﾁ｣(~1054年死去)
1043年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾏｸﾍﾞｽはﾛｯﾊﾊﾞｰの領主でｱﾙﾋﾟﾝ王家の血を引くﾊﾞﾝｸｩｵを殺害/ﾊﾞﾝｸｩｵの長男
  ﾌﾘｰｱﾝｽはｳｪｰﾙｽﾞに逃れた
1043年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽはｸﾞｲﾈﾄﾞの一部(~1045年)
1043年1月21日-09:00|日本|京都府京都市|長久3年12月8日|内裏が焼失
1043年2月4日-09:00|日本|  ||長久3年12月22日|武蔵で大地震｡仏閣堂宇倒壊
1043年2月13日-08:00|中国|  ||宋･慶暦3年|宋で郭皇后の廃絶問題に端を発し慶暦の党争がおこる
1044年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ/ﾗｵｽ/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||ﾍﾞﾄﾅﾑ李朝の太宗がﾁｬﾝﾊﾟを攻撃し南進圧力を強める
1044年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｮｰﾗ朝国王｢ﾗｰｼﾞｪｰﾝﾄﾞﾗ1世｣
1044年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｽﾘﾗﾝｶ|  |||<即位>ﾁｮｰﾗ朝国王｢Rajadhiraja Chola｣ﾗｰｼﾞｪｰﾝﾄﾞﾗ1世の息子(~1052年死去)
1044年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||南ｲﾝﾄﾞのﾁｮｰﾗ朝ﾗｰｼﾞｬｰﾃﾞｨｰﾗｰｼﾞｬ1世がﾁｬｰﾙｷｱ朝を攻撃
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1044年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<死去>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ﾌﾞﾘｬﾁｽﾗﾌ･ｲｼﾞｬｽﾗｳﾞｨﾁ｣
1044年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾎﾟﾛｯｸ公｢ﾌｾｽﾗﾌ･ﾌﾞﾘｬﾁｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~11010424死去)
1044年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｲｽﾄﾘｱ辺境伯･ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Poppo1世｣
1044年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｽﾎﾟｰﾝﾊｲﾑ伯｢Siegfried1世｣(~1065年)
1044年-01:00|ｸﾛｱﾁｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝのﾗｸﾞｰｻﾞ総督｢ﾋﾟｴﾄﾛ･ｽﾗﾊﾞ｣(~1072年)
1044年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｺﾞﾃﾞﾛﾝ2世｣(~1046年)
1044年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ(髭公)｣(~1047年皇帝ﾊｲﾝﾘﾋ3世により公位を剥奪)
1044年-01:00|ﾆｼﾞｪｰﾙ|  |||<即位>ｿﾝｶﾞｲ王国国王｢ﾍﾝ･ｺﾝ･ﾜﾝｺ･ﾀﾞﾑ｣(~1063年)
1044年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||ﾄﾞｲﾂ王ﾊｲﾝﾘﾋ3世がﾊﾝｶﾞﾘｰをﾄﾞｲﾂの知行とする
1044年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾃﾞﾋｭｰﾊﾞｰｽ王｢ﾊｳｪﾙ･ｱﾌﾟ･ｴﾄﾞｳｨﾝ｣
1044年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾁﾁﾒｶ人､ﾃｵﾃﾅﾝｺﾞに侵入
1044年1月3日-09:00|日本|京都府京都市|長久4年12月1日|皇居一条院が焼失
1044年1月17日-08:00|中国|  ||契丹･重熙12年12月15日|政事省を改めて中書省と為す
1044年2月2日-08:00|中国|  ||大理･聖明3年|<即位>前大理第11代皇帝｢孝徳帝(段思廉)｣(~1075年譲位)
1044年2月2日-08:00|中国|  ||大理･聖明3年|<廃位>前大理第10代皇帝｢天明帝(段素興)｣
1044年2月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･明道3年|<即位>ﾁｬﾝﾊﾟ王｢ｼﾞｬﾔ･ﾊﾟﾗﾒｰｼｭｳﾞｧﾗｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣(~1060年)
1044年2月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･明道3年|太宗､ﾁｬﾝﾊﾟを攻撃
1044年3月-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｼﾞｬﾗｰﾙ･ｳｯﾀﾞｳﾗ｣
1044年3月-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ｶｰﾘｼﾞｬｰﾙ｣ｽﾙﾀﾝ･ｳｯﾀﾞｳﾗの子(~10
  48.10死去)
1044年6月5日-08:00|中国|  ||契丹･重熙13年;西夏･天授7年5月7日|契丹帝国領内のﾀﾝｸﾞｰﾄ族の叛乱をきっかけ
  に､契丹帝国が西夏に侵攻してｵﾙﾄﾞｽ東北部を契丹帝国の領土とする
1044年6月23日-08:00|中国|  ||西夏･天授7年5月25日|西夏･李元昊､宋に臣を称す
1044年7月5日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｻﾐｭｴﾙ｣皇帝軍に再度ﾊﾝｶﾞﾘｰを攻撃されﾒﾝﾌｫの戦いで戦死
1044年7月5日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<復位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ﾍﾟﾃﾙ1世｣(2回目~10460830死去)
1044年8月11日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾊﾟｶﾞﾝ王朝君主｢ｱﾉｰﾔﾀｰ｣(~10770411死去62歳)
1044年9月-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<廃位>第145代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ9世｣追放
1044年10月24日-08:00|中国|  ||宋･慶暦4年;西夏･天授7年10月|西夏･李元昊は宋と講和/5年近く続いた戦争が
  終結
1044年10月24日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･天感聖武1年10月|李朝の太宗李仏瑪がﾁｬﾝﾊﾟ王国(占城)首都ｳﾞｨｼﾞｬﾔ(現
  代のﾋﾞﾝﾃﾞｨﾝ省)への親征から凱旋帰国/天感聖武に改元(-1049年)
1044年11月27日-08:00|中国|  ||契丹･重熙13年;西夏･天授7年11月6日|契丹はさらに興慶府郊外まで攻め込ん
  だが､李元昊は反撃してかろうじて撃退し､講和/契丹､軍を還す
1044年11月30日-08:00|中国|  ||契丹･重熙13年11月9日|契丹､雲州(山西省大同市)を西京とする
1044年12月16日-09:00|日本|  ||寛徳1年11月24日|長久から寛徳に改元
1045年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｻﾝｼﾞｬﾔ朝ﾒﾀﾞﾝ王国の末裔で､ﾊﾞﾘ島を含む東ｼﾞｬﾜ統一の偉業を成し遂げたｴﾙﾗﾝｶﾞは､
  国土を二人の息子に分け与えて引退/ｼﾞｬﾝｶﾞﾗ国…北部のｽﾗﾊﾞﾔ地方;ﾊﾟﾝｼﾞｬﾙ国…南部のｸﾃﾞｨﾘを都として繁栄
1045年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾙﾒﾆｱは東ﾛｰﾏ(ﾋﾞｻﾞﾝﾁﾝ)帝国の一部(~1064年)
1045年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ﾄｩｰﾛﾌ公｢ｲｼﾞｬｽﾗﾌ･ﾔﾛｽﾗｳﾞｨﾁ｣(~10781003死去)
1045年-02:00|ﾄﾙｺ|  |||百科全書派の学者ﾌﾟｾﾛｽがﾋﾞｻﾞﾝﾃｨﾝ帝国の大学を再興
1045年-01:00|ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<就任>ｶﾙﾆｵﾗ辺境伯｢Ulric1世｣(~10700306死去)
1045年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｸ王国ｳﾞｪﾙﾏﾝﾄﾞﾜ伯｢Herbert4世｣(~1080年死去)
1045年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｽ伯｢Adalbert｣(~1048年)
1045年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ宮中伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世狂気伯/修道士伯｣(~1061年死去)
1045年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙﾒﾘｱ･ｱﾙﾊﾞﾗﾁﾝ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Marwan 'Abd al-Malik｣(~1103年)
1045年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｵｯﾄｰ2世｣ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ宮中伯ｵｯﾄｰ1世(~10470907死去)
1045年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾃﾞﾆｱ･ﾀｲﾌｧ｢'Ali Iqbal ad-Dawla｣(~1076年ｻﾗｺﾞｻ王国へ)
1045年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾊﾞﾀﾞﾎｽ･ﾀｲﾌｧ｢Abu Bakr Muhammad ibn Abdallah al-Aftas｣(~1066年)
1045年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<退位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ1世｣
1045年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<即位>ｸﾞｳｪﾝﾄ王｢ﾓｳﾘｯｸﾞ･ｱﾌﾟ･ﾊｳｪﾙ｣､｢ｷｬﾄﾞｳｶﾞﾝ･ｱﾌﾟ･ﾓｳﾘｸﾞ｣(~1055年)
1045年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ﾏｸﾍﾞｽはﾀﾞﾝｶﾝ1世の父ｸﾘﾅﾝを敗死させた
1045年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾃﾞﾊｲﾊﾞｰｽはﾓﾙｶﾞﾇｸﾞの一部(~1055年)
1045年1月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第146代ﾛｰﾏ教皇｢ｼﾙｳｪｽﾃﾙ3世｣(~10450310)
1045年1月21日-08:00|中国|  ||大理･保安1年|大理国の段思廉が(-1052年)と改元
1045年2月5日-09:00|日本|  ||寛徳2年1月16日|<譲位>第69代｢後朱雀天皇｣
1045年2月5日-09:00|日本|  ||寛徳2年1月16日|<践祚>70代｢後冷泉天皇｣(4月8日即位~10680419
1045年2月7日-09:00|日本|  ||寛徳2年1月18日|<死去>第69代｢後朱雀天皇｣/37歳(誕生:寛弘6(1009)1126)
1045年2月8日-09:00|日本|  ||寛徳2年1月19日|<死去>藤原定頼(生年995年/公卿､歌人)
1045年3月-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾌﾞﾜｲﾌ家のｱﾌﾞｰ･ｶｰﾘｼﾞｬｰﾙがﾊﾞｸﾞﾀﾞｰﾄﾞに入城､大ｱﾐｰﾙ職に就任
1045年3月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<再任>第147代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ9世｣(~5.1退任)
1045年3月10日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>第146代ﾛｰﾏ教皇｢ｼﾙｳｪｽﾃﾙ3世｣
1045年5月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第148代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ6世｣(~10461220辞任)
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1045年5月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<退任>第147代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ9世｣
1045年6月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱｳﾞｪﾙｻ伯｢Rainulf1世｣
1045年6月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱｳﾞｪﾙｻ伯｢Asclettin｣⇒｢Rodulf Cappello｣(~1046年)､｢Rainulf2世Trincano
  cte｣(~1048年)
1045年8月18日-09:00|日本|京都府京都市|寛徳2年7月4日|藤原頼通の高倉第焼亡
1045年12月2日-09:00|日本|  ||寛徳2年10月21日|前任の国司が在任中以後の新立の荘園を停止(寛徳の荘園整
  理令)
1046年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾌﾟｯﾘｬ伯｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ1世｣
1046年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ﾌﾟｯﾘｬ伯｢ﾄﾞﾛｺﾞｰﾈ｣ｸﾞﾘｴﾙﾓ1世の弟(~10510810死去)
1046年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>下ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ｣(~1065年)
1046年-01:00|ﾉﾙｳｪｰ|  |||<即位>ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾊｰﾗﾙ3世ｼｸﾞﾙﾄﾞｿﾝ苛烈王｣(~10660925没)
1046年1月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯･ﾏｲｾﾝ辺境伯｢ｴｯｹﾊﾙﾄ2世｣
1046年1月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵｽﾄﾏﾙｸ辺境伯｢ﾃﾞﾄﾞ1世｣ﾃﾞｨｰﾄﾘﾋ2世の子でﾃｨｰﾄﾏｰﾙ2世の娘婿(~1069年)
  兼ﾗｳｼﾞｯﾂ辺境伯(~1075.10死去)
1046年1月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾏｲｾﾝ辺境伯･ﾃｭｰﾘﾝｹﾞﾝ辺境伯｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ4世｣ｳﾞｧｲﾏｰﾙ伯ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ3世の長男(
  ~1062年死去)
1046年2月9日-09:00|朝鮮|  ||高麗･重熙15年|<即位>高麗王｢文宗｣(~1083年)
1046年2月9日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･重熙15年|高麗･靖宗が長子相続法を定める
1046年2月9日-08:00|中国|  ||契丹の重熙15年|『礼典』3巻､『遼朝雑礼』1巻が完成
1046年4月7日-09:00|日本|京都府京都市|寛徳3年2月28日|太政官朝所焼失
1046年5月22日-09:00|日本|  ||永承1年4月14日|寛徳から永承に改元
1046年8月30日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ﾍﾟﾃﾙ1世｣
1046年8月30日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王｢ｱﾝﾄﾞﾗｰｼｭ1世白王｣ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ1世の従甥(~10601206没)
1046年12月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<辞任>第148代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ6世｣
1046年12月24日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第149代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ2世｣(~10471009)
1046年12月25日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ﾊｲﾝﾘﾋ3世｣兼ｲﾀﾘｱ王｢ｴﾝﾘｰｺ3世｣ｺﾝﾗｰﾄ2
  世の長子.ﾄﾞｲﾂ王(~10561005死去)
1047年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎｲｻﾗ朝国王｢ｳﾞｨﾅﾔｰﾃﾞｨﾃｨﾔ｣(~1098年)
1047年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｽﾚｲﾋﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾘ･ｱｽﾞ=ｽﾗﾋ｣建国(~1066年死去)
1047年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾄﾛｱ･ﾓｰ伯｢Stephen2世｣兼ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ｴﾃｨｴﾝﾇ2世｣
1047年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾛｰﾅ辺境伯｢Welf｣(~10551113死去)
1047年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾄﾛｱ伯｢ｳｰﾄﾞ4世｣兼ﾓｰ伯･ｼｬﾝﾊﾟｰﾆｭ伯｢ｳｰﾄﾞ2世｣ｴﾃｨｴﾝﾇ2世の息子(~1066年)
1047年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｱﾏﾙﾌｨ公｢ｶﾞｲﾏｰ2世｣父と共同統治(~1052年廃位)
1047年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ/ｽﾛﾍﾞﾆｱ|  |||<即位>ｹﾙﾝﾃﾝ公｢ｳﾞｪﾙﾌ3世｣(~10551113死去)
1047年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾏﾗｶﾞ･ﾀｲﾌｧ｢Muhammad1世｣(~1053年)
1047年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｱﾀﾞﾙﾍﾞｰﾙ｣(~1048年)
1047年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<廃位>上ﾛﾀﾘﾝｷﾞｱ公｢ｺﾞﾄﾞﾌﾛﾜ(髭公)｣皇帝ﾊｲﾝﾘﾋ3世により公位を剥奪
1047年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<復位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ4世｣(3期目~1050年死去)
1047年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾁﾁﾒｶ人､ﾃｵﾃﾅﾝｺﾞを破壊
1047年1月22日-09:00|日本|奈良県奈良市|永承1年12月24日|興福寺､北円堂を除いて全焼
1047年7月26日-08:00|中国|  ||宋･慶暦7年冬|王則､自立し得聖(1047)と改元/66日で平定
1047年9月7日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<死去>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｵｯﾄｰ2世｣
1047年10月9日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第149代教皇｢ｸﾚﾒﾝｽ2世｣
1047年10月14日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ﾊｲﾝﾘｯﾋ2世｣
1047年10月14日-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｱﾙﾃﾞﾝﾇ伯｢ｷﾞｾﾞﾙﾍﾞﾙﾄ2世｣ﾊｲﾝﾘﾋ2世の兄弟(~10590814没)
1047年10月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ|  |||<死去>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ7世｣(ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾊｲﾝﾘﾋ2世｣)
1047年10月16日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<復位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ﾊｲﾝﾘﾋ6世｣(~1049年)
1047年10月25日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾉﾙｳｪｰ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王･ﾉﾙｳｪｰ王｢ﾏｸﾞﾇｽ1世善王｣23歳
1047年10月25日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<即位>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王｢ｽｳﾞｪﾝ2世ｴｽﾄﾘｽﾞｾﾝ｣ｳﾙﾌ伯とｴｽﾄﾘｯﾄﾞの息子(~10760428死去
  )
1047年11月8日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第150代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ9世｣(~10480717廃位)
1048年-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾏｽｳｰﾄﾞ2世｣(1048年)⇒｢ｱﾘｰ｣(1049年)
1048年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ|  |||<即位>ﾛﾘ王｢ｸﾞﾙｹﾞﾝ2世｣(~1089年)
1048年-03:30|ｲﾗﾝ/ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾌｧｰﾙｽ地方)第9代国王ﾏﾘｸ･ｱｯﾗﾋｰﾑ(ｲﾗｸ地方)第11代国王ﾏﾘｸ･ｱｯﾗﾋｰﾑ[
  ｱﾌﾞｰ･ｶｰﾘｼﾞｬｰﾙの子](~1055年)
1048年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<死去>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ﾜｿﾞ｣
1048年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱｳﾞｪﾙｻ伯｢Herman｣(~1049年)
1048年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｽ伯｢Gerhard｣(~1070年)
1048年-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾘｴｰｼﾞｭ公｢ｾｵﾄﾞｳｨﾝ｣(~10750623死去)
1048年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｱﾙｼﾞｪｼﾗｽ･ﾀｲﾌｧ｢al-Qasim al-Wathiq｣(~1058年ｾﾋﾞﾘｱ王国へ)
1048年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｽｲｽ|  |||<即位>ｼｭｳﾞｧｰﾍﾞﾝ大公｢ｵｯﾄｰ3世｣(~10570928死去)
1048年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ｼﾙﾍﾞｽ･ﾀｲﾌｧ｢'Isa2世｣(~1053年)
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1048年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾛﾚｰﾇ(ﾛｰﾄﾘﾝｹﾞﾝ)公｢ｼﾞｪﾗｰﾙ｣(~10700306)
1048年1月12日-09:00|日本|  ||永承2年12月24日|筑前国の清原守武､密かに入宋する罪で佐渡に流される
1048年1月18日-09:00|日本|熊本県宇土市|永承3年|宇土城(西岡台)築城
1048年1月19日-08:00|中国|  ||西夏･天授11年1月2日|<死去>西夏初代皇帝｢景宗(武烈皇帝)李元昊｣
1048年1月19日-08:00|中国|  ||西夏･天授11年1月2日|<即位>西夏第2代皇帝｢毅宗(昭英皇帝)李諒祚｣(~拱化5年
  12月(1068年1月)病死)
1048年4月17日-09:00|日本|奈良県奈良市|永承3年3月2日|奈良･興福寺が完成
1048年6月1日-09:00|日本|  ||永承3年4月17日|<死去>河内源氏の祖･源頼信
1048年7月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第151代ﾛｰﾏ教皇｢ﾀﾞﾏｽｽ2世｣(~8.9死去)
1048年7月17日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<廃位>第150代ﾛｰﾏ教皇｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄｩｽ9世｣
1048年7月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｳﾝﾍﾞﾙﾄ･ﾋﾞｱﾝｶﾏｰﾉ｣
1048年7月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻｳﾞｫｲｱ伯｢ｱﾒﾃﾞｰｵ1世｣(~1051年死去)
1048年8月9日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第151代ﾛｰﾏ教皇｢ﾀﾞﾏｽｽ2世｣
1048年10月-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ﾌｧｰﾙｽ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾌｰﾗｰﾄﾞ･ｽﾄｩｰﾝ｣ｱﾌﾞｰ･ｶｰﾘｼﾞｬｰﾙの子(~1062年死去)
1048年10月-03:00|ｲﾗｸ/ｲﾗﾝ|  |||<死去>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方･ｹﾙﾏｰﾝ地方)ｱﾐｰﾙ｢ｱﾌﾞｰ･ｶｰﾘｼﾞｬｰﾙ｣
1048年10月-03:00|ｲﾗｸ|  |||<即位>ﾌﾞﾜｲﾌ朝(ｲﾗｸ地方)ｱﾐｰﾙ｢ﾏﾘｸ･ｱｯﾗﾋｰﾑ｣ｱﾌﾞｰ･ｶｰﾘｼﾞｬｰﾙの子(~1055年退位)
1048年12月9日-09:00|日本|京都府京都市|永承3年11月2日|内裏焼失
1049年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｼｰﾄﾞ｣(~1052年)
1049年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝第14代国王ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｼｰﾄﾞ(~1052年)
1049年-04:00|ｱﾙﾒﾆｱ/ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ|  |||<即位>ｼｬｯﾀﾞｰﾄﾞ朝国王｢ｱﾇｰｼｰﾙｳﾞｧｰﾝ･ﾋﾞﾝ･ｱﾘ2世･ﾗｼｭｶﾘ｣⇒｢ｱﾌﾞ･ﾙ･ｱｽﾜｰ･
  ｼｬｳﾞｰﾙ1世･ﾋﾞﾝ･ｱﾙ･ﾌｧﾄﾞﾙ1世｣(~10671119死去)
1049年-03:00|ｲﾗｸ|  |||ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞでｼｰｱ派やｽﾝﾆ派住民が抗争(～1053)
1049年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾒｰｺﾝ伯｢ｵｯﾄｰ2世｣
1049年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｱｳﾞｪﾙｻ伯｢Richard1世｣(~1078年)
1049年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾒｰｺﾝ伯｢Geoffroy｣(~1065年死去)
1049年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾙﾃﾝ伯｢Robert｣(~1104年)
1049年-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ大公｢ｺﾝﾗｰﾄ1世(ｸﾉ)｣ﾛﾚｰﾇ公ﾘｳﾄﾞﾙﾌの息子.ｽﾞﾄﾌｪﾝ伯(~1053年廃位
  )
1049年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||<即位>ﾓﾗｳﾞｨｱ公｢ｽﾋﾟﾁﾌﾆｪﾌ2世｣ﾌﾞｼﾞｪﾁｽﾗﾌ1世の長子(~1054年退位~10610128死去
  )
1049年-01:00|ﾁｪｺ/ｽﾛﾊﾞｷｱ|  |||<退位>ﾓﾗｳﾞｨｱ公｢ﾌﾞｼﾞｪﾁｽﾗﾌ1世｣(~10550110死去)
1049年1月13日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾃﾞｨﾙｸ4世｣
1049年1月13日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾎﾗﾝﾄ伯｢ﾌﾛﾘｽ1世｣(~10610628死去)
1049年2月5日-08:00|中国|  ||西夏･延嗣寧国1年|西夏の毅宗が延嗣寧国と改元
1049年2月5日-08:00|中国|  ||宋･皇祐1年|北宋代仁宗が皇祐(-1054年)と改元
1049年2月12日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第152代ﾛｰﾏ教皇｢ﾚｵ9世｣(~10540419死去)
1049年3月13日-09:00|日本|  ||永承4年2月7日|<死去>脩子内親王(生年997年､一条天皇の第一皇女)
1049年3月18日-09:00|日本|奈良県奈良市|永承4年2月18日|興福寺北円堂･唐院･伝法院など焼失
1049年4月5日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･崇興大宝1年3月|李朝の太宗李仏瑪が崇興大宝に改元(-1054年)
1049年4月19日-09:00|日本|熊本県阿蘇市|永承4年3月19日|肥後国阿蘇社焼失
1049年6月3日-09:00|韓国/朝鮮|  ||高麗･重熙18年5月|高麗､功蔭田柴科を定める
1049年7月3日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<死去>ｴﾉｰ伯｢ｴﾙﾏﾝ｣
1049年7月23日-09:00|日本|京都府京都市中京区|永承4年6月23日|閑院内裏焼失
1049年7月28日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Kubad｣
1049年7月28日-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Ali3世Bukhtnassar｣前王の甥(~1050年死
  去)
1049年8月8日-08:00|中国|  ||契丹･重熙18年;西夏･延嗣寧国1年7月7日|契丹皇帝の興宗が自ら兵を率いて西夏
  へ来寇し､その一軍は興慶府近くまで攻め込んだ/西夏軍は大損害を受ける
1049年9月30日-08:00|中国/ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||宋･皇祐1年9月|ﾍﾞﾄﾅﾑ広源州の儂智高が叛乱を起こして南天国を建設､広
  西に侵入
1050年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ｸﾃﾞｨﾘを都とするﾊﾟﾝｼﾞｬﾙ国がｼﾞｬﾝｶﾞﾗ国を併合して東部ｼﾞｬﾜを統一､ここにｸﾃﾞｨﾘ朝
  が成立
1050年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｽｰﾘﾔｳﾞｧﾙﾏﾝ1世｣
1050年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｸﾒｰﾙ王朝国王｢ｳﾀﾞﾔｰﾃﾞｨﾁｬｳﾞｧﾙﾏﾝ2世｣(~1066年)
1050年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾁｬﾝﾄﾞﾗ朝国王｢Deva-Varman｣(~1060年)
1050年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾁｬｰﾙｷｱ朝ｿｰﾒｰｼｭｳﾞｧﾗ1世がﾁｮｰﾗ朝の侵略を撃退･連勝する
1050年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<死去>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ﾏｳﾄﾞｩｰﾄﾞ｣
1050年-04:30|ｱﾌｶﾞﾆｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶﾞｽﾞﾅ朝君主｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｼｰﾄﾞ｣(~1052年)
1050年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<死去>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Ali3世Bukhtnassar｣
1050年-04:00|ｱｾﾞﾙﾊﾞｲｼﾞｬﾝ/ﾛｼｱ|  |||<即位>ｼﾙｳﾞｧﾝｼｬｰ朝国王｢Salar｣前王の叔父(~10630220死去)
1050年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第6代国王｢ｱﾇｰｼｰﾙﾜｰﾝ･ﾌﾞﾝ･ﾏﾇｰﾁﾌﾙ｣
1050年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾗﾘﾄﾞ朝(ﾀﾞｲﾗﾑ)国王｢Musafir ibn Ibrahim2世｣(~1062年死去)
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1050年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｽﾞｨﾔｰﾙ朝第7代国王｢ｶｲ=ｶｰｳｰｽ･ﾌﾞﾝ･ｲｽｶﾝﾀﾞﾙ･ﾌﾞﾝ･ｶｰﾌﾞｰｽ･ﾌﾞﾝ･ﾜｼｭﾑｷﾞｰﾙ｣(~1087年
  死去)
1050年-03:30|ｲﾗﾝ|  |||ｾﾙｼﾞｭｰｸ軍がｲｽﾌｧﾌｰﾝ包囲し､ｶｰｸﾜｲﾌ朝を滅ぼす
1050年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾅｼﾞｬｰﾌ朝ｱﾐｰﾙ｢al-Mu'ayyad Najah｣建国(~1060年)
1050年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ4世｣
1050年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ｼｭﾀｰｱｰﾏﾙｸ辺境伯｢Godfrey of Pitten｣暗殺される
1050年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｱｰﾇﾝﾄﾞ･ﾔｰｺﾌﾞ｣
1050年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｶﾞ伯｢Bernard1世｣
1050年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｶﾞ伯｢Berengar｣⇒｢Raymond｣(~1068年)
1050年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｶﾌﾟｱ公｢ﾊﾟﾝﾀﾞﾙﾌ6世｣(~1057年死去)
1050年-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<即位>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴｰﾑﾝﾄﾞ(老王)｣(~1060年死去)
1050年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ﾑﾗｰﾋﾞﾄ朝ｱﾐｰﾙ｢Yahya ibn Umar al-Lamtuni｣(~1056年死去)
1050年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ北部のｼｶﾝ文化が大火で消滅
1050年1月10日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ公｢ｽﾋﾟﾁﾌﾆｪﾌ2世｣(~1054年退位~10610128死去)
1050年1月26日-08:00|中国|  ||西夏･天祐垂聖1年|西夏の毅宗が天祐垂聖(-1052年)と改元
1050年1月26日-08:00|中国|  ||宋･皇祐2年|范仲淹が蘇州に同族の共有地である義荘(義田)をつくる
1050年1月26日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越･崇興大宝2年|ﾗﾑ運河を掘削
1050年6月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>東ﾛｰﾏ帝国皇帝｢ｿﾞｴ｣
1050年11月30日-09:00|日本|  ||永承5年閏10月14日|<死去>藤原行経､平安時代の公卿､能書家(生年1012年)


